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はじめに 

 

山梨県立甲府南高等学校は，創立 57年を迎えた各学年普通科６学級，理数科１学級からなる全日制普

通科高校です。開校以来，校訓「開拓者精神」のもと，「日本や国際社会の様々な分野で活躍し，社会の

発展に貢献できる人材の育成」を教育方針とし，学究的な雰囲気を尊ぶとともに，進取の気性や清新溌

剌とした気風を大切に，スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）事業を中核に据えた先進的な教育

活動の研究と実践に学校を挙げて取り組んでいます。 

 本校のＳＳＨ事業は，平成 16年度指定第１期の「理科大好き生徒を育成するプログラムの研究」の実

績を経て，平成 19年度からの第２期には「地域の身近な事象からグローバルな科学の視野を開かせるプ

ログラムの開発～科学好きから科学者へ～」へと事業を発展させました。また，平成 24年度からの第３

期では「理数系教育のパイオニアハイスクールをめざして～山梨の中核拠点校として，世界に羽ばたく

科学技術系人材を育てる～」のテーマのもと，研究対象生徒を全校生徒とするとともに，地域の小・中・

高校とも連携し事業成果の普及に努めてきました。この間，生徒たちの科学や理数系分野への興味関心

は高まり，理系進学希望者は学校全体の約３割から７割へと大幅に増加し，理工系学部や医療関係学部

へ卒業生を数多く輩出しています。 

 平成 29年度には第４期の指定を受け，今年度は３年目を迎えましたが，「フロンティアスピリットを

持つサイエンスリーダーの育成をめざして」をテーマに，２年目までの成果と課題を踏まえながら研究

開発課題の達成に取り組んでいます。３年目の研究目標の柱として「フロンティア探究」の目標をより

効果的に達成するために，今年度の入学生より対象となる「総合的な探究の時間」の教育課程を踏まえ

た研究実践を行うとともに，「フロンティア探究Ⅲ」の実践により３年間で取り組む課題研究の確立を目

指して取り組みを進めています 

その中で，今年度開始になった「フロンティア探究Ⅲ」においては，生徒は学習記録である「ポート

フォリオ」を整理し，２年次の課題研究を研究論文にまとめることで，大学での学びに向かう姿勢や資

質能力を養っています。また，昨年度より開始された文系生徒による課題研究も，研究テーマの幅の広

がりや検証方法の充実など研究の質の向上が成果として挙げられます。今後は，課題研究の指導法や評

価法のさらなる充実に向けた研究や研修の推進に努めるとともに，課題研究における学習プロセスが各

教科の学習に生かせるような指導方法の研究や高大接続研究会と情報共有しながら「ポートフォリオ」

の効果的な活用を図ることにより，ＳＳＨ事業全体の評価に取り組んでいきたいと考えています。 

また，グローバルリーダーに必要なコミュニケーション力の育成のため，昨年度までの課題となって

いた海外の高校との連携に向け，タイのコンケン大学付属高校との研究交流に向けた準備に着手しまし

た。同時に海外の大学生を招致した英語交流プログラムの導入も検討しているところです。 

 本校では地域の小中学校の理数系教育の充実のため，出前授業や科学講座等を計画的に実践するとと

もに，今年度から実施となった新学習指導要領における「総合的な探究の時間」の実践事例について，

理数系教育地域連絡協議会等を通じて成果の共有を図っています。今後も成果の普及を積極的に行い，

本県における理数系教育推進の中心的役割を担っていけるよう鋭意努力していきたいと考えております。 

 結びに，本校のＳＳＨ事業の推進に多大なご指導とご支援をいただきました国立研究開発法人科学技

術振興機構，山梨県教育委員会ならびに甲府南高校ＳＳＨ運営指導委員会の先生方に深く感謝申し上げ

ます。 

山梨県立甲府南高等学校 

校 長  井 上 耕 史 
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３年生普通科(理数ク) 

学校設定科目ＳＳ数学Ⅱ代替科目 

数学Ⅱ(２)，数学Ｂ(２) 数学Ⅱ(１)，数学Ｂ(１),  

数学Ⅲ(２) 
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別紙様式１－１ 

山梨県立甲府南高等学校 指定第４期目 29～03 

 

➊ 令和元年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 

 ① 研究開発課題  

フロンティアスピリットを持つ「サイエンスリーダー」の育成を目指して 

 ② 研究開発の概要  

（１） 「南高ＳＳアカデミー」を活用した主体的・協働的課題研究プログラム「フロンティア探究」の開発 
「南高ＳＳアカデミー」を活用した全校生徒が取り組む課題研究プログラムの開発と南高Ｓ
Ｓスタンダード評価方法を研究する。 

（２） 高大接続プログラムの開発とポートフォリオの研究 
「フロンティア探究」や諸活動の履歴をまとめることで自己の成長を実感でき，大学入試改
革に対応する本校オリジナルポートフォリオを開発する。 

（３） グローバルリーダーに必要なコミュニケーション力の育成 
オリジナルテキストを用いた英語の授業「サイエンスイングリッシュ」の実施，海外研修，
海外の高校と提携したインターネット研究発表会やディベート授業等により，実践的な科学
英語力の向上を目指す。 

（４） サイエンススペシャリストの育成プログラム 
「南高ＳＳゼミ」を設置し，国際科学コンテスト入賞，「科学の甲子園」全国大会出場など，
サイエンススペシャリストの育成を目指す。 

 ③ 令和元年度実施規模  

 在籍生徒数（令和２年１月１日時点） 

学科・コース 
１年生 ２年生 ３年生 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

普通科 

(普通ｸﾗｽ) 
１８３ ５ １７６ ５ １９６ ５ ５５５ １５ 

普通科 

(理数ｸﾗｽ) 
３９ １ ３４ １ ３８ １ １１１ ３ 

理数科 ４０ １ ３９ １ ３８ １ １１７ ３ 

備考 全校生徒７８３名をＳＳＨの対象生徒とする。 
 

 ④ 研究開発内容  

○研究計画 

第
１
年
次 

（１） 「南高ＳＳアカデミー」を活用した主体的・協働的課題研究プログラム「フロンティア探究」の
開発 
・学校設定科目「フロンティア探究Ⅰ」において，１年生全員が課題研究に取り組む。 

・「課題研究ルーブリック」を用いて課題研究における各グループの変容を分析する。 

・本校卒業生の研究者や大学院生などから構成される組織「南高ＳＳアカデミー」を設
置し，サイエンスフォーラム（講演会）・各講座へのアドバイス，課題研究の指導等
を依頼する。 

・第３期に設置した「理数系教育地域連絡協議会」をさらに充実させ，地域の小中高校
の児童・生徒と教員に成果を還元する。 

（２） 高大接続プログラムの開発とポートフォリオの研究 
・山梨高大接続研究会と協力して本校独自の課題研究のポートフォリオの開発を行う。 

（３） グローバルリーダーに必要なコミュニケーション力の育成 
・「サイエンスイングリッシュ」，「サイエンスダイアログ」，米国海外研修の実施。 

・オーストラリア等の高校と提携し，インターネット会議等での研究発表や意見交換を
する準備を行う。 

（４） サイエンススペシャリストの育成プログラム 
・過去の国際科学コンテスト本選出場者，「科学の甲子園」全国大会出場者，本校理科
・数学科教員等から構成される組織「南高ＳＳゼミ」を設置する。 

・科学コンテスト本選出場者への指導，各種学会発表への助言等を求める。 
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第
２
年
次 

（１） 「南高ＳＳアカデミー」を活用した主体的・協働的課題研究プログラム「フロンティア探究」の
開発 
・学校設定科目「フロンティア探究Ⅰ・Ⅱ」において，１・２年生全員が課題研究に取
り組む。 

・「ルーブリック」を用いて，課題研究中間発表会と最終発表会で各グループの変容を
分析する。採点表を使って生徒に評価をフィードバックし改善点を指導するとともに
担当者間で各グループ・各生徒の成果と課題を共有する。 

・前年度組織化した「南高ＳＳアカデミー」を活用し，ＳＳＨ事業を進める。サイエン
スフォーラム（講演会）・各講座へのアドバイス，課題研究の指導等を依頼する。 

・「理数系教育地域連絡協議会」を通じて，地域の小中高校の児童・生徒と教員に成果
を還元する。「フロンティア講座」のうち５講座を公開講座として参加を募り，広く
普及に努める。 

（２） 高大接続プログラムの開発とポートフォリオの研究 
・山梨高大接続研究会と協力して高大接続を踏まえた課題研究のポートフォリオを開発
し，「フロンティア探究」の中で活用する。 

（３） グローバルリーダーに必要なコミュニケーション力の育成 
・「サイエンスイングリッシュ」，「サイエンスダイアログ」，米国海外研修の実施。 
・海外の高校との提携に向けて，インターネット環境の整備やディベートを実施する。 

（４） サイエンススペシャリストの育成プログラム 
・前年度設置した「南高ＳＳゼミ」を活用し，サイエンススペシャリストの育成に努め
る。科学コンテスト本選出場者等への指導，各種学会発表への助言等を求める。 

第
３
年
次 

（１） 「南高ＳＳアカデミー」を活用した主体的・協働的課題研究プログラム「フロンティア探究」の
開発 
・学校設定科目「フロンティア探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」において，全校生徒が課題研究に取り

組む。 
・「ルーブリック」を改善しながら活用し，担当者間で各グループ・各生徒の成果と課
題を共有する。 

  ・「南高ＳＳアカデミー」については前年度までの活用方法を検討し，会員のアドバイ
スをもらいながら，さらに発展的な改善を図る。 

  ・前年度までの「理数系教育地域連絡協議会」の内容を検討しながら，地域の小中高校
の児童・生徒と教員に，引き続き成果を普及する。 

（２） 高大接続プログラムの開発とポートフォリオの研究 
・山梨高大接続研究会と協力して，高大接続を踏まえた３年間の課題研究のポートフォ
リオの実践・評価・改良・開発を継続する。 

（３） グローバルリーダーに必要なコミュニケーション力の育成 
・「サイエンスイングリッシュ」，「サイエンスダイアログ」，米国海外研修の実施。 
・タイのコンケン大学付属高校と提携する準備を行うとともに，インターネットでの研
究交流をする準備を行う。 

（４） サイエンススペシャリストの育成プログラム 
・前年度までの活用方法を検討し，国際科学コンテスト入賞や「科学の甲子園」全国大
会出場を目指す。 

第
４
年
次 

ＳＳＨ中間評価の結果を踏まえ，次年度以降に改善すべき項目，充実させるべき項目等
を整理するとともに，海外提携校との交流を開始する。また，３年間の流れが完成した「フ
ロンティア探究」やオリジナルポートフォリオの改善を行う。これまでの研究開発の成果
をテキストにし，ＨＰ等に公開するなどして積極的に普及活動を行う。 

第
５
年
次 

第４期５年間の研究成果を資料にまとめたものやポートフォリオを，ＳＳＨ研究発表会
や「理数系教育地域連絡協議会」，研究会等で報告し，積極的に普及活動を行う。また，今
期の総括を行うとともに，次期（第５期）指定に向けた準備を実施する。 

 

○教育課程上の特例等特記すべき事項 

（１） 「総合的な学習の時間」 
「フロンティア探究Ⅱ・Ⅲ」は，「総合的な学習の時間」が目指す「自ら課題を見つけ，自ら

学び，自ら考え，主体的に判断し，よりよく問題を解決する資質や能力」や「学び方やものの考
え方を身につけ，問題の解決や探究活動に主体的，創造的に取り組む態度」「発見した課題や研
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究の成果を公開する姿勢」を育成するものであり，本科目の履修により，高い次元での習得が可
能である。また，キャリア教育としての側面も含み，講演会・講座等の実施により，生徒の進路
選択の幅を広げ，進路実現に寄与している。 

（２） 「総合的な探究の時間」 
「フロンティア探究Ⅰ」は，「総合的な学習の時間」が目標とする能力・態度に加え，実践的

・継続的な探究学習を包括するものである。探究の過程において，社会と自己との関わりの中か
ら課題を発見し，解決を導くための資質・能力を育成する。本科目の履修によって，高い次元で
の習得が可能である。 

（３） 「情報の科学」 
「フロンティア探究Ⅰ・Ⅱ」で実施される内容は，普通教科「情報」が目指す「情報活用の実

践力」「情報の科学的理解」「情報社会に参画する態度」の育成を行うプログラムを含み，高い
次元での習得が可能になっている。 

 

○令和元年度の教育課程の内容 

適用範囲 学校設定教科･科目 単位数 代替教科・科目 単位数 

１
年
生 

普通科 
(理数ク) 

ＳＳ数学Ⅰ ６ 
数学Ⅰ(３)，数学Ａ(２)， 

数学Ⅱ(１) 
６ 

理数科 

ＳＳ数学Ⅰ ６ 理数数学 ６ 

ＳＳ物理 ３ 理数物理 ３ 

ＳＳ化学 ２ 理数化学 ２ 

ＳＳ生物 ３ 理数生物 ３ 

全クラス 

フロンティア探究Ⅰ ２ 
情報の科学(１) 

総合的な探究の時間(１) 
２ 

サイエンス 

イングリッシュ 
２ 英語表現Ⅰ ２ 

２
年
生 

普通科 
(理数ク) 

ＳＳ数学Ⅱ ４ 数学Ⅱ(３)，数学Ｂ(１) ４ 

ＳＳ数学特論 ３ 数学Ⅲ ３ 

ＳＳ物理 ３ 物理 ３ 

ＳＳ化学 ２ 化学 ２ 

ＳＳ生物 ３ 生物 ３ 

フロンティア探究Ⅱ ３ 
情報の科学(１)，総合的な学習
の時間(１), １単位増単 

３ 

理数科 

ＳＳ数学Ⅱ ４ 理数数学 ４ 

ＳＳ数学特論 ３ 理数数学特論 ３ 

ＳＳ物理 ３ 理数物理 ３ 

ＳＳ化学 ２ 理数化学 ２ 

ＳＳ生物 ３ 理数生物 ３ 

フロンティア探究Ⅱ ３ 
情報の科学(１)，総合的な学習
の時間(１)， 理数課題研究(１) 

３ 

普通科 
理数ク除く 

フロンティア探究Ⅱ ２ 
情報の科学(１)， 
総合的な学習の時間(１) 

２ 

３
年
生 

普通科 
(理数ク) 

ＳＳ数学Ⅱ ４ 数学Ⅱ(２)，数学Ｂ(２) ４ 

ＳＳ数学特論 １ 数学Ⅲ １ 

ＳＳ物理 ３ 物理 ３ 

ＳＳ化学 ４ 化学 ４ 

ＳＳ生物 ３ 生物 ３ 

理数科 

ＳＳ数学Ⅱ ４ 理数数学 ４ 

ＳＳ数学特論 １ 理数数学特論 １ 

ＳＳ物理 ３ 理数物理 ３ 

ＳＳ化学 ４ 理数化学 ４ 

ＳＳ生物 ３ 理数生物 ３ 

全クラス フロンティア探究Ⅲ １ 総合的な学習の時間 １ 

 



4 

 

○具体的な研究事項・活動内容 
（１） 「南高ＳＳアカデミー」を活用した主体的・協働的課題研究プログラム「フロンティア探究」の開発 

１，２年生は課題研究を実施し，今年度は新たに３年生全員が，２年次に行った研究内容を論
文にまとめた。またサイエンスフォーラムやフロンティア講座を実施し，生徒の課題研究へと生
かした。「フロンティア探究」の指導の中では，「南高ＳＳアカデミー」を活用している。 

（２） 高大接続プログラムの開発とポートフォリオの研究 

今年度もオリジナルのポートフォリオ（バインダー式）を１年生全員に配布し，全校生徒が活
用している。生徒は，ポートフォリオに各自の目標を記入し，毎時間の「フロンティア探究」に
持参し，取り組んだ内容を記し，また随時振り返りを行っている。 

（３） グローバルリーダーに必要なコミュニケーション力の育成 
オリジナルテキストを用いた英語の授業「サイエンスイングリッシュ」や研究者による「サイ

エンスダイアログ」，アメリカ西海岸での海外研修を実施し，実践的な科学英語力の向上を目指
している。 

（４） サイエンススペシャリストの育成プログラム 
「南高ＳＳゼミ」を活用し，より高い水準でのサイエンススペシャリストの育成を目指した。

今年度は「科学の甲子園」対策として「南高ＳＳゼミ」を使い，専門家の立場からの助言を得た。 

 

 ⑤ 研究開発の成果と課題  

○研究成果の普及について 

南高版ポートフォリオ「Frontier Discovery」や「サイエンスイングリッシュ」については，高大
接続研究会や他校の訪問の際に紹介し，本校が開発した教材の普及に努めている。「理数系教育
地域連絡協議会」においては，小・中学校の先生方に本校の活動内容を紹介するともに，公開講
座や出前授業について呼びかけている。また，山梨県内の中学校・高校・大学による「山梨県サ
イエンスフェスタ」や「ガールズサイエンス cafe＠山梨」等に参加し，ワークショップの研究成果
発表を行っている。これらＳＳＨの取り組みは，本校のホームページを随時更新し情報を公開・
発信している他，「学校便り」，「ＳＳＨ通信」，「学年通信」を通じて活動内容，研究内容を
公開している。また，ＳＳＨ事業の「紹介ビデオ」を毎年作成しており，研究発表会や学校説明
会等で放映し，研究成果の普及に努めている。今後も引き続き実施していきたい。 

 
○実施による成果とその評価 

（１） 「南高ＳＳアカデミー」を活用した主体的・協働的課題研究プログラム「フロンティア探究」の開発 
１年生夏休みの基礎講座に「南高ＳＳアカデミー」の会員が講師，ＴＡとして参加した。これ

により，科学に対する生徒の関心が喚起され，「フロンティア探究」の核である課題研究の質の
向上につながった。３年生では論文作成を通し，ポートフォリオや課題研究をまとめ，進路研究
へ生かすことができた。 

 
（２） 高大接続プログラムの開発とポートフォリオの研究 

本校オリジナルポートフォリオを全学年が課題研究で活用し，３年間の流れの中で学びによる
自己の変容を実感できるツールの基本形が完成した。特に今年度は３年生の流れや論文作成にか
かわる部分や各年次の取り組みが，どのように繋がっているのかという３年間を概観したページ
の追加，１，２年生の部分の改良を行った。今後は総合型入試への活用について研究していく。 

 
（３） グローバルリーダーに必要なコミュニケーション力の育成 

全１年生が履修する「サイエンスイングリッシュ」，研究者の英語での講義を受ける「サイエ
ンスダイアログ」，２年生のアメリカ研修旅行や英語でのディベート等の取り組みは生徒の国際
的視野を広げている。課題であった海外提携校については，タイのコンケン大学付属高校との交
流に向けて準備を開始した。この交流がさらに実践的な科学英語力を身につけるための機会とな
ると考える。 

 

（４） サイエンススペシャリストの育成プログラム 
「科学の甲子園」対策やサイエンスワークショップの指導において，「南高ＳＳゼミ」を活用

した。高いレベルからの助言が得られ，「科学の甲子園」全国大会や，全国総合文化祭への出場
権を得ることができた。これから実施される大会においても活用していきたい。 
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○実施上の課題と今後の取組 

（１） 「南高ＳＳアカデミー」を活用した主体的・協働的課題研究プログラム「フロンティア探究」の開発 
・教員の課題研究におけるファシリテーター力を向上させるための研修会を実施し，課題研究の
深化を目指す。 

・「南高ＳＳアカデミー」のさらなる活用方法を検討する。 

・課題研究の深化，取り組みの可能性を広げるために，文理を融合したテーマの共同研究の実施
を検討する。 

 
（２） 高大接続プログラムの開発とポートフォリオの研究 
・次年度よりスタートする「キャリアパスポート」としての活用も含め，本校オリジナルポート
フォリオについての説明会を実施する。 

・ポートフォリオに取り組む前の目標や，課題研究の仮説などをたてる時間を十分に設ける。 
・各自のポートフォリオを生徒が相互評価を行い，討議する機会を設ける。 

・ポートフォリオを総合型選抜にどう活用していくか引き続き検討する。 

 

（３） グローバルリーダーに必要なコミュニケーション力の育成 
・さらに実践的な科学英語を身につけることを目指して，コンケン大学付属高校との研究交流に
向けインターネットを通じた交流を開始するとともに，その後のプログラムを検討していく。 

 

（４） サイエンススペシャリストの育成プログラム 
・科学コンテスト対策以外でも，「南高ＳＳゼミ」を継続的に活用していく。 
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別紙様式２－１ 

山梨県立甲府南高等学校 指定第４期目 29～33 

 

➋ 令和元年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 

 ① 研究開発の成果  

（１） 「南高ＳＳアカデミー」を活用した主体的・協働的課題研究プログラム「フロンティア探究」の開発 
生徒がサイエンスリーダーとしての資質を身につけるために，Ｈ２９年度より全校生徒が取り

組む課題研究プログラム『フロンティア探究』を開始した。『フロンティア探究』には，Ｈ２９
年度に組織化した本校卒業生を中心とした研究者や大学院生からなる「南高ＳＳアカデミー」を
活用しており，今年度も夏季休業中に実施する基礎講座においてＴＡとして２８名が協力した。 

１年次はテーマ設定→仮説→実験・観察→考察→まとめ→発表という一連のプロセスを学ぶ。
令和元年度は生物・化学・物理の分野から合計９テーマを設定し，生徒はグループごとにテーマ
を選択し，実験条件や実験試料についてはグループごとに考えて研究した。１年生の研究はクラ
スの担任・副担任に理科の教員を加えたチームティーチングによる指導で，一連のプロセスを学
びやすいように実施した。 

２年次は生徒が主体的に設定したテーマで課題研究を行っており，理系クラスは理科の教員，
文系クラスは国語・社会・英語・家庭科・美術の教員が１クラスに３人の体制で指導にあたって
いる。本校では過去の研究テーマをデータベースとして活用しており，今年度も６１研究が新た
に加わった。 

また，今年度から，３年次の『フロンティア探究Ⅲ』が始まり，生徒はポートフォリオを整理
し，２年次の課題研究についての研究論文を作成している。その際，論文要旨については英語で
作成した。指導には学級担任のほか，英語の要旨の指導で英語科の教員が指導に加わった。 

「フロンティア探究」に関する今年度「本校教員意識調査」の結果を以下に示す。 

・「生徒はグループのメンバーと協力して，課題研究に取り組んでいる」：９３．８％ 

・「ＳＳＨ研究発表会に向けた活動が，生徒のコミュニケーション力やプレゼン力の向上に生
かされている」：８７．７％ 

・「生徒は課題研究の成果を，わかりやすく発表できるように努めている」：９１．５％ 

また，令和元年度１年生対象に，ＳＳＨ事業開始前の５月初旬と１年間のＳＳＨ事業のまとめ
の時期である１月に実施したアンケートの結果は以下のとおりである。 

・「身近な自然現象や科学技術に対する興味関心がある」：５月８２．２％→１月８６．７％ 

・「受験に関係なくても理科や数学は重要である」：５月８７．９％→１月８９．０％ 

・「自分の意見を伝えるプレゼンテーション力は必要」：５月９８．２％→１月９９．１％ 

本校ＳＳＨ事業を意識し入学する生徒も多いため，もともと高い水準ではあるが，１年間のＳ
ＳＨ事業を通して，生徒の科学への興味や関心は広がり，また協働的に課題研究に取り組むこと
で，コミュニケーション力やプレゼン力を向上させていることがわかる。また，生徒の文理選択
希望においては，ＳＳＨ指定後初の卒業生であるＨ１８年度卒業生の理系希望者が３８．７％だ
ったのに対し，現在は６５％を超える高い水準を維持しており，ＳＳＨ事業の実施により，生徒
の理数系分野への興味関心が高くなっていると言える。 

なお，平成３０年度卒業生を対象として「ＳＳＨ事業に参加したことが，大学等で役立ってい
るか」についての調査の結果を示す。 

・「講義・実験・実習」において役立っている：７１．２％ 

・「プレゼンテーション」において役立っている：６５．４％ 

・「レポート作成」において役立っている：５７．９％ 

「プレゼンテーション」においては，自由記述のなかで「役立った」という声が目立ったが，
一方で「班で実施したため，発表や発表資料作成への取り組みに個人差があった。」という声も
あった。この点において，今年度は全員で発表をするという指導を行った。また，これらは第３
期ＳＳＨ事業を体験した生徒の結果である。第４期では３年生が個人で論文作成を行っているた
め，「レポート作成」の点において今後どのように変化するのか注視していきたい。 

 
（２） 高大接続プログラムの開発とポートフォリオの研究 
【高大接続研究会】 
本校は山梨高大接続研究会に研究校として参加している。この研究会は，山梨県教育委員会，

高等学校，山梨大学からなる。高等学校は，本校をはじめ１１校が参加している。この研究会の
取り組みの一つがポートフォリオである。具体的には，高校・大学を通じた学習履歴のポートフ
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ォリオを蓄積する方法，及び蓄積された履歴を活用した従来の教育を転換する方法についての共
有と活用の検討である。令和元年度は全４回の研究会が開かれ，第１回の研究会において，本校
はポートフォリオについて報告した。 

【オリジナルポートフォリオの運用】 
昨年から導入したバインダー式の本校オリジナルポートフォリオを今年度も１年生全員に配布

した。２年生全員には「フロンティア探究Ⅱ」に関係するページを配布し，３年生には「フロン
ティア探究Ⅲ」の年間計画や課題研究のまとめのページを新たに作成し配布して利用している。
また，３年間の学びの流れを概略できるページも加わり，今年度で「南高版ポートフォリオ」の
基本形が完成した。 
生徒は「フロンティア探究」の時間にポートフォリオを持参し，実験の結果や取り組み内容を

記録するツールとして活用した。この活用により，課題研究を含む「フロンティア探究」の学習
履歴が一冊で把握でき，自己の成長を実感することで生徒のやる気にも結びついている。また，
３年生の「フロンティア探究Ⅲ」では，ポートフォリオを活用し課題研究の振り返りと論文作成
を行い，さらに進路研究への接続を行った。 

「本校教員意識調査」の結果を示す。 

・「生徒はルーブリックやポートフォリオなどを通じて，自己評価や課題研究の活動の蓄積を行
っている」 

平成２９年度：４９．０％ → 平成３０年度：８５．５％ → 令和元年度 ：８９．７％ 

・「生徒の取り組みが，進路選択につながるものとなっている」 

平成２９年度：７１．４％ → 平成３０年度：７８．０％ → 令和元年度 ：８９．７％ 

このように年々増加しており，生徒は課題研究を含む『フロンティア探究』の学習履歴をまとめ
ることで，生徒が自己の成長を実感できる仕組みを構築できつつあるとともに，教員にも浸透し
つつある。 

【南高SSスタンダード評価方法の確立】 
今年度も，年２回行うクラス内発表会時にルーブリックを用いた複数の教員による評価を行っ

ており，これにより生徒評価に対する教員の共通理解が得られている。また，教員も生徒の取組
状況や進捗状況を把握することができるとともに，課題点が明らかとなるため，適切なタイミン
グでの指導ができ，生徒の探究活動の深化へと繋がっている。また，年度末の「フロンティア探
究」の評価においては，科目の達成度を３段階程度に評価し，２００字程度の記述表現で記録に
残した。 

  
（３） グローバルリーダーに必要なコミュニケーション力の育成 

「サイエンスイングリッシュ」では，オリジナルテキストを用いて，環境問題などをテーマに
班ごとに英語で討論・発表させる機会を設けている。今年度の例としては，ＡＬＴと連携して行
った授業があげられる。様々な植物の色素を抽出し，クロマトグラフィーにより植物ごとの違い
を考察する。実験結果について，英語で意見交換し，自らの考えを英語で表現することを通して
科学英語力の育成を図った。生徒対象アンケートにおいて８割以上の生徒が「英語で論理的に他
者に説明するスキルがついた」と回答しており，科学的思考力・プレゼンテーション力の向上に
つながっている。 

また，「サイエンスダイアログ」制度を利用して，日本で活躍している外国出身の研究者によ
る，最新の研究や研究活動についての英語での講義を実施し，グローバル化の時代における国際
的な研究活動のあり方について学ばせている。 

さらに「海外研修」をアメリカ西海岸方面で毎年実施しており，現地の大学・研究機関・高校
では，自分たちの準備したプレゼンテーションを行い，また学生や研究者とのディスカッション
を取り入れるなど，将来的な海外での研究の可能性も視野に入れた研修となるよう努めている。
この研修には３０名の募集に対し４５名の生徒が応募しており，生徒の関心と意欲の高さがうか
がえる。 

教員の意識調査では「ＳＳＨの取り組みを通して，生徒の国際的な視野が広がっている。」と
８７．７％が回答している。１年生を対象とした生徒アンケート（１月）では，「英語の表現力
やコミュニケーション力は必要」と９３．６％が回答している。また，様々な海外交流プログラ
ムに今年度，８名の生徒が応募するなど，グローバルリーダーに必要なコミュニケーション力が
育成されつつあると考えられる。 

 
（４） サイエンススペシャリストの育成プログラム 

サイエンススペシャリストの資質である高い科学的思考力と探究心の育成を目指して，自然科
学系の４つの部活動で組織されたサイエンスワークショップ（約８０名）が中心となって，国際
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科学コンテストや県内の研究発表会や全国レベルの研究発表会等への出場に向けて，研究活動に
取り組んでいる。 
国際科学コンテストをはじめとする主な大会参加者は，平成２９年度９０名，平成３０年度１

０９名，令和元年度１３６名と年々増加しており，多くの生徒が各種大会に挑戦していることが
わかる。 
科学コンテストに向けては「南高ＳＳアカデミー」の会員である研究者と学生の協力のもと，

「南高ＳＳゼミ」を開講し，指導を得る機会を設けた。その結果，今年度「科学の甲子園」にお
いて県で優勝を果たし，全国大会への出場権を獲得した。主な成果は以下のとおりである。 
・物理チャレンジ：優良賞 
・化学グランプリ：銅賞 
・数学オリンピック：本選出場 
・情報オリンピック：本選出場 
・第４３回全国高等学校総合文化祭自然科学部門：出場 
・第９回科学の甲子園（山梨県大会）：総合１位（Ｃチーム），４位（Ｂチーム） 
・県自然科学研究発表大会：物質化学部が芸術文化祭賞受賞 

（令和２年度総文祭の出場権獲得） 
・日本学生科学賞県審査会：県教育長賞・県議会議長賞 
また，山梨県立科学館ボランティア（５月）に毎年，ワークショップの生徒が参加している。

学園祭では展示ブース等の設置や，サイエンスショー等を実施し，来校する児童・生徒に理科や
数学のおもしろさを伝えており，好評を得ている。さらに，物理宇宙部が出前授業で小学校に赴
き，天体についての授業を実施したほか，県私立幼稚園ＰＴＡ連合会主催の親子研修会で実験や
体験を行った。１月には県内の中学校・高等学校・大学の研究発表会である「サイエンスフェス
タ」において，研究の成果を発表した。これらの取り組みは，生徒の伝える力を伸長させたと考
えられる。 
【本校の取り組みの普及について】 
「理数系教育地域連絡協議会」において，小・中学校の先生方に本校の活動内容を紹介し，学

園祭や出前授業，公開講座（「フロンティア講座」のうちの５講座），「夏休み子供なぜなぜ理
科教室」への参加を呼びかけた。その他には，県立科学館のボランティアクルーとしての活動，
山梨県内の中学校・高校・大学による「山梨県サイエンスフェスタ」や「ガールズサイエンスcafe

＠山梨」等に参加し，ワークショップの研究成果発表を行った。これらＳＳＨの取り組みについ
て，本校のホームページを随時更新し，情報を公開・発信している。南高版ポートフォリオ「Frontier 

Discovery」については，高大接続研究会で報告し，本校が開発した教材の普及に努めている。 
                                                                 ➍関係資料参照 

 ② 研究開発の課題   

（１） 「南高ＳＳアカデミー」を活用した主体的・協働的課題研究プログラム「フロンティア探究」の開発 
「フロンティア探究」内でのより深化した課題研究を実施することは，研究時間や実験環境の

確保等改善する点は多い。生徒が課題研究を行う上で，主体的・協働的な深い探究となるよう教
員が導くことを必要とされる。そのため，課題研究における教員のファシリテーション力の向上
のための研修会を実施する必要がある。また，文系と理系の生徒が互いに研究手法や探究の観点
について情報交換をできる機会を設け，文理にまたがる共同研究の可能性を探る等の改善を行っ
ていきたい。また，理数科や普通科の理数クラスのクラス替えがないという特徴を生かし，「フ
ロンティア探究Ⅰ」に準じた実践に限定せず，２年生の「フロンティア探究Ⅱ」に継続して探究
できる計画を検討している。課題研究のサポートにおいては「南高ＳＳアカデミー」のメンバー
に夏季休業中の「フロンティア探究Ⅰ」の基礎講座だけではなく，「フロンティア探究Ⅱ」の通
常活動の指導に当たってもらう可能性を求めたい。 

課題研究テーマのデータベースも数百件を越える研究データが蓄積されており，より検索しや
すいシステムの再構築を検討したい。 

 
（２） 高大接続プログラムの開発とポートフォリオの研究 

今年度完成した南高版ポートフォリオ(Frontier Discovery)の標準形の改良や活用法の改善を行
う。以下に具体的な改善点を示す。 

・南高版ポートフォリオ(Frontier Discovery)は，次年度からスタートする「キャリア・パスポー
ト」としての視点も持ち合わせているため，その点にも留意しながら教員対象のポートフォ
リオの説明会を実施する。 

・課題研究を進めるうえで必要なページを追加する。 
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・ポートフォリオに取り組む前の目標や，課題研究の仮説をたてる時間が十分ではない。課題
研究を始める前にこれらを記入する時間を確保する。 

・各自のポートフォリオについて，生徒間相互評価を行う機会を設ける。 

・大学入試総合型選抜の出願に際し，有用なポートフォリオとなるよう研究を重ねる。 
本校では，ポートフォリオの電子化等の方法について検討しながらも，紙ベースの様式を前提

に多様な情報提供に耐えうる方法の研究を継続していく予定である。ＳＳＨの探究活動用のポー
トフォリオ(Frontier Discovery)とともに，本校では，学習記録や日々の生活の様子をＨＲＴとの情
報交換を行う目的で作成された，学習記録表(Frontier Sprit)の運用が長年成果を上げてきている。
双方の良い点を生かした南高版ポートフォリオの完成形を目指したい。 

 
（３） グローバルリーダーに必要なコミュニケーション力の育成 

より実践的な科学英語力やコミュニケーション力を身につけるために，サイエンスイングリッ
シュ，サイエンスダイアログ，海外研修の実施に引き続き取り組んでいく。 

また，海外の高校生との研究交流に向けて，現在タイのコンケン大学付属高校に交流提携校と
しての基本合意を得，正式な交流の準備を進めている。次年度はインターネットによる交流を開
始するとともに，今後の交流プログラムを検討していく。 

 
（４） サイエンススペシャリストの育成プログラム 

「南高ＳＳゼミ」をさらに活用しながら，サイエンスワークショップの活動や科学の甲子園や
国際科学オリンピック等の大会を目標とした活動をより充実させたい。また，ワークショップを
中心として県立科学館でのボランティアや地元の小中学校への出前授業などにも積極的に取り組
んでいきたい。 
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➌ 研究開発実施報告 

① 研究開発の課題 
 
Ⅰ 本校研究開発課題  フロンティアスピリットを持つ「サイエンスリーダー」の育成を目指して 
 

Ⅱ 研究開発の概要 

（１） 「南高ＳＳアカデミー」を活用した主体的・協働的課題研究プログラム「フロンティア探究」

の開発 

① 社会において，生徒がリーダーとして活躍・貢献するための資質・素養を身につけるために，

文理を問わず全校で課題研究を行う。 

② 生徒の科学への興味・関心を喚起し，科学的素養を高めるために，「南高ＳＳアカデミー」を

活用したフロンティア講座やサイエンスフォーラムを実施する。 

③ 「科学」を題材とした授業「科学の世界」を，全教科の職員が実施し公開する。 

 

（２）高大接続プログラムとポートフォリオの研究 

① 学びによる自己の変容を実感できるツールとしてオリジナルポートフォリオの開発を行う。 

② パフォーマンス評価，ルーブリック等の南高ＳＳスタンダード評価の活用について検討する。 

③ 高大接続におけるオリジナルポートフォリオの活用について研究する。 

 

（３）グローバルリーダーに必要なコミュニケーション力の育成 

① 実践的な科学英語力の向上を図る。 

・「サイエンスイングリッシュ」の授業，英語でのディベート 

・海外研修，海外提携校の選定 

② コミュニケーション力の育成 

・ 研究発表等のプレゼンテーション 

 

（４）サイエンススペシャリストの育成プログラム 

① 「物理宇宙」「物質化学」「生命科学」「数理情報」の４つのショップの発展的な研究活動を行

う。 

② 南高ＳＳゼミを活用し，科学コンテスト出場者への指導，助言を行う。 

 
Ⅲ 研究開発の実施規模 全校体制で行っている。課題研究に関連する科目は以下の通り。 

学科 
１年生 ２年生 ３年生 

対象 
科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数 

普通科 

(普通ｸﾗｽ) 

フロンティア

探究Ⅰ 
２ 

フロンティア

探究Ⅱ 
２ 

フロンティア

探究Ⅲ 
１ 全員 

普通科 

(理数ｸﾗｽ) 

フロンティア

探究Ⅰ 
２ 

フロンティア

探究Ⅱ 
３ 

フロンティア

探究Ⅲ 
１ 全員 

理数科 
フロンティア

探究Ⅰ 
２ 

フロンティア

探究Ⅱ 
３ 

フロンティア

探究Ⅲ 
１ 全員 

 

Ⅳ 第４期ＳＳＨ研究の仮説 

仮説１ 高大接続プログラムの開発として，生徒個々の探究プロセスを記録したポートフォリオを作成

することで，大学へのスムーズな接続が行える。 

仮説２ 「南高ＳＳアカデミー」を活用することで，課題研究のテーマ設定や実験系の確立・データ分

析・実験等が，主体的・協働的に行われる。 

仮説３ 課題研究について，ルーブリックを中心とした「南高ＳＳスタンダード評価方法」実施するこ

とで，科学的スキルの向上が図られる。 

仮説４ オリジナルテキストを用いた英語の授業「サイエンスイングリッシュ」の実施，海外研修，海

外の高校と提携したインターネット研究発表会やディベート授業等により，グローバルリーダ

ーに必要なコミュニケーション力が育つ。 

仮説５ 大学との協働課題研究の実施や「南高ＳＳゼミ」の活用によって，国際科学コンテスト上位入

賞・「科学の甲子園」全国大会出場・各種学会での発表会参加者が増加する。 
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② 研究開発の経緯(令和元年度実績) 
(学校設定科目「ＳＳ科目」「サイエンスイングリッシュ」「Ｆ探究(課題研究)」は除く。） 

日程 ＳＳＨ事業 

主な参加対象 

１
年
生 

２
年
生 

３
年
生 

連
携
校 

物
理
宇
宙 

物
質
化
学 

生
命
科
学 

数
理
情
報 

会 

議 

４ 

月 

15 サイエンスワークショップオリエンテーション ○    ○ ○ ○ ○  

19 ２年生ＳＳＨガイダンス  ○        

５
月 

22 １年生ＳＳＨガイダンス ○         

3,4 科学ボランティア「県立科学館ボランティア」     ○ ○ ○ ○  

30 第１回ＳＳＨ運営指導委員会         ○ 

６
月 

11 第１回理数系教育地域連絡協議会         ○ 

7 科学の世界「化学」   ○       

5 科学の世界「情報」   ○       

21,22 緑陽祭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

７
月 

16 第２回理数系教育地域連絡協議会         ○ 

27～29 
Ｆ講座「臨海実習」 

〔お茶の水女子大学湾岸生物教育研究センター〕 
 ○        

30,31 Ｆ講座「電子顕微鏡講座」 ○   ○      

26～29 全国高校総合文化祭自然科学部門〔佐賀〕      ○    

29～30 
Ｆ講座「神岡研修」 

〔東京大学宇宙線研究所・京都大学防災研究所〕 
 ○        

30 Ｆ講座「生物講座」〔山梨大学〕 ○         

８
月 

5 
電子ロボと遊ぶアイディアコンテスト  

〔神奈川工科大学〕 
       ○  

6～8 ＳＳＨ全国発表会〔神戸国際展示場〕       ○   

19 Ｆ講座「医学部講座」〔山梨大学大村記念館〕  ○        

19 Ｆ講座「先端技術講座」 ○         

19,20 
Ｆ講座「太陽光ソーラーパネル講座」〔米倉山メガソ

ーラー発電所・山梨大学クリーンエネルギーセンター〕 
○         

20 Ｆ講座「ＪＡＸＡ講座」 ○         

19,20 Ｆ講座「ＤＮＡ講座」  ○  ○      

21,22,23 Ｆ探Ⅰ「理科基礎実験，情報・統計処理基礎講座」 ○         

23 Ｆ講座「医学部講座」  ○        

30 サイエンスフォーラム「ロボット技術と未来社会」 ○         

９
月 

2 出前授業「天文」〔甲府市立大里小学校〕     ○     

6 科学の世界「英語」   ○       

8 ガールズサイエンスcafe〔県立図書館〕      ○ ○   

7,14,21 Ｆ講座「プログラミング講座」 ○   ○      

7,14,21,28 Ｆ講座「ロボット講座」 ○   ○      

24 科学の世界「数学」  ○        

28 第13回高校生理科研究発表会〔千葉大学〕      ○ ○   

１０ 

月 

25 サイエンスフォーラム「小さな気泡の不思議な世界」  ○        

28 
Ｆ講座「先端技術講座」 

〔東京大学生産技術研究所・日本科学未来館〕 
○ 

        

28 
Ｆ講座「生物講座」 

〔県水産技術研究所・忍野村ビオトープ〕 
○ 

        

１１ 

月 

2 Ｆ講座「ＪＡＸＡ講座」〔ＪＡＸＡ相模原〕 ○         

3 
山梨県高校芸術文化祭自然科学部門(生徒の自然科学研

究発表会) 〔甲府東高校〕  
    ○  ○  ○    
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１１ 

月 

6 科学の世界「家庭」  ○        

8 サイエンスダイアログ ○         

9 ロボコンやまなし〔アイメッセ山梨〕        ○  

9 科学ボランティア「私立幼稚園ＰＴＡ親子研修会」     ○ ○ ○   

10 科学の甲子園山梨大会第１ステージ〔総合教育センター〕 ○ ○        

１２ 

月 

17 科学の世界「物理」 ○         

17 ＳＳゼミ「科学の甲子園第２ステージ対策」 ○ ○        

21 科学の甲子園山梨大会第２ステージ〔総合教育センター〕 ○ ○        

１
月 

10 第２回ＳＳＨ運営指導委員会         ○ 

17 科学の世界「ＳＥ」 ○         

25 山梨県サイエンスフェスタ〔県立科学館〕     ○ ○ ○   

28 科学の世界「現代社会」  ○        

２
月 

7 科学の世界「国語」 ○         

13 令和元年度ＳＳＨ研究発表会 ○ ○   ○ ○ ○ ○  

13 第３回ＳＳＨ運営指導委員会         ○ 

18 科学の世界「数学」 ○         

 

③ 研究開発の内容 
 

１ 「南高ＳＳアカデミー」を活用した主体的・協働的課題研究プログラム「フロンティ

ア探究」の開発 

国内外で活躍できる科学技術人材「サイエンスリーダー」を育成するために，全校生徒が３年間，

主体的・協働的な「課題研究」に取り組み，その手法や成果を大学へつなぐことを実現するカリキュ

ラム開発を行う。普段の授業や日常生活の中から，主体的・自発的に課題を設定し，その解決方法を

科学的に探究する。 

 

（１）学校設定科目「フロンティア探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」 

[１] 仮 説 

① ３年間，系統的な課題研究に取り組むことで，研究方法，科学的思考力，実践的問題解決能力，

創造力等，探究活動に不可欠なスキルを総合的に育成できる。 

② 既定実験等を用いた研究課題において，研究の手法と仮説から考察までの流れを学習することで

課題研究における基礎力を強化できる 

③ 生徒の主体的・自発的な問題提議や課題発見力を高め，その解決に至るプロセスを，グループで

の課題研究活動を通して体得し，データや結果を客観的に分析し，科学的根拠に基づき考察する

力を養うことができる。 

④ 発表会等において他のグループとの研究交流を行い，研究を見る目を育成するとともに，他者に

理解してもらうための魅力的なプレゼンテーションとは何かを考え，工夫することで，表現力や

プレゼンテーション力が向上する。 

⑤ グループでの探究活動を通じて，他者の意見を聞きながら，自分の考えを伝え，ブラッシュアッ

プを重ね，建設的な課題解決のプロセスを体験し，社会に必要とされる協調性やコミュニケーシ

ョン力が育成される。 

⑥ 研究を通して得られた充実感や達成感により学習意欲が向上し，より高い目標へ挑戦するモチベ

ーションとなる。 

⑦ 課題研究を通じて，自然科学・社会科学の様々な分野や領域に対する理解を深め，進路選択に活

かすことができる。 

 

[２] 事業実施概要 

①  内 容 

課題研究の指導は，本校の教職員がチーム・ティーチングで担当する。必要に応じて，「南高ＳＳ

アカデミー」を通じて，大学や研究施設等の指導を受け，高度な研究内容に対応する。発表方法(外

国語，成果物，ICT機器)にも独自の工夫を加え，中間ヒアリング，研究発表会等を通じて，研究を見
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極める力やプレゼンテーション能力・コミュニケーション力を養成し，校外での発表会への参加を目

指す。 

フロンティア探究Ⅰ フロンティア探究Ⅱ フロンティア探究Ⅲ 

研究の基礎作り 研究の深化・向上 研究のまとめ 

研究の手法と流れを学習する 身近な課題を科学的に解決する 研究を進路選択に活用する 

 

② 対象生徒（単位数） 

 １年生 ２年生 ３年生 

普通科(普ク) 
フロンティア探究Ⅰ(２) 

・フロンティア講座 

(選択必修受講) 

フロンティア探究Ⅱ(２) 

フロンティア探究Ⅲ(１) 
普通科(理ク) フロンティア探究Ⅱ(３) 

・フロンティア講座 

(選択必修受講) 
理数科 

③ 代替科目（単位数） 

 １年生 ２年生 ３年生 

普通科(普ク) 総合的な探究の 

時間 (１) 

情報の科学（１） 

総合的な学習の

時間 (１) 

情報の科学（１） 

 
総合的な学習の

時間 (１) 
普通科(理ク) 増単位（１） 

理数科 理数課題研究（１） 
 

④ 評価計画 

本校独自のルーブリックを採用し，研究の内容や取り組み姿勢等について評価を行う。評価項目

については，研究内容に特化した観点を適宜加筆し，評価を行う。(詳細は後述) 

⑤ 令和元年度課題研究テーマ ➍関係資料参照 

 

Ⅰ 学校設定科目「フロンティア探究Ⅰ」 

 [１] 基礎実験・基礎講座 

(a) 課題研究基礎 本校の「課題研究データベース」と「ポートフォリオ」等を用いて，オリエン

テーションを実施し，探究プロセスを習得する。 

(b) 理科基礎実験 「物理」「化学」「生物」の実験機器の使用方法や簡単な各分野の実験を行う。 

(c) 統計処理   エクセルを利用し，データのグラフ化や分析方法，統計処理の手法を習得する。 

(d) 情報の活用  情報機器の基本的な活用法・情報社会に参画する態度を育成する。プレゼンテ

ーション学習を取り入れ，情報伝達の手法を学ぶ。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座・実験の内容，指導法については，山梨大学宮﨑淳一教授（南高ＳＳアカデミー会長）が監修

する。受講期間は３日間，各講座６０分。全１年生が受講し，課題研究への導入とする。また，本

講座のＴＡとして，南高ＳＳアカデミーの会員（主に本校の卒業生で大学生）の協力を得た。(後述) 

 

 [２] 課題研究 

課題研究の一連の流れである「課題設定から発表まで」を実際に経験し，研究手法を学ぶ。６～７

人のグループを編成し，担任を中心とした複数教員によるチームティーチングを行う。課題研究に特

化したポートフォリオを使用し，実験データの記録，結果の考察・検討等，研究を進める上での基礎

的な手法を身につけ，科学的思考力と表現力を養う。 

 

 

理科基礎実験・情報の活用 
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〔実施概要〕 

４月～６月 

パソコン教室 情報リテラシー講座Ⅰ 

ＳＳＨガイダンス 

「フロンティア探究Ⅰ」「フロンティア講座」について 

７月 

課題研究基礎 

「課題研究データベース」を用いて先輩の過去の研究を調べる。 

ポートフォリオの使い方「Frontier Discovery」配布と活用法の説明 

探究プロセスの習得 

班編制・テーマ設定(課題研究基礎テーマは，➍関係資料参照。) 

８月 
理科(物理・化学・生物)基礎実験， 

情報リテラシー講座Ⅱ(情報の活用)，統計処理講座(Ｅｘｃｅｌ基礎) 

９月 
模擬実験講義 理科教員によるテーマ別講義と演示実験 

研究計画・研究方法の立案 

９月～１０月 
実験・データ収集 結果の考察 

研究計画に沿って，実験を行い，データを収集する。 

１１月 
データのまとめ方・発表資料作成(講義・演習) 

得られた結果を分析・考察するために，データのまとめ方を演習形式で学ぶ。 

１１月～１２月 

データのまとめ・結果の分析・考察，追加実験 

研究をまとめる。考察の上，再実験・追加実験を行う。 

発表資料作成 

１月 発表資料の添削・完成，発表原稿作成 

２月 課題研究発表会（ＳＳＨ研究発表会において公開） 

 

[３] 検 証 

① 成 果 

基礎実験・基礎講座において南高ＳＳアカデミーを活用し，本校ＯＢからの指導を個別に受ける機

会を得て，知識・技能の基礎力の定着が図られた。グループ活動による課題研究では，実験データ，

メモ，気づき，考察などの記録にポートフォリオを活用することで，データの蓄積や学習過程の一元

化が図られ，課題探究及び発表準備において有効に機能した。一連の探究活動を通して自然科学に対

して能動的に学習するプロセスを体得し主体的・協働的に実践する能力が身についた。身近な事象に

関する疑問を科学的視点で捉え，実験や統計処理などの科学的アプローチにより課題の解決にあたる

プロセスを習得することが出来た。研究・発表を通して常にグループワークで連携して行動していく

ことが必要となり，自らの個性を認識し，協働して学ぶ態度とプレゼンテーション能力を鍛える絶好

の機会となった。 

② 課 題 

今年度は，研究テーマが分野ごとのグループにより選択するもので，研究の手法と主体的・協働的

な姿勢を習得することが主要な目的となり，各自の取り組むべき課題や進路希望に直結した研究課題

への深化は次年度以降に発展させていくことが求められる。探究活動において，文章表現力や協働性

に困難を感じる生徒も見受けられ，他教科やその他の諸活動で培われる力も重要な基礎力をなしてい

ることが再認識された。プレゼンテーションのデリバリーには，ほぼ全員に課題が多く，活発な質疑

や討論が望まれる。 

③ 評 価 

本年度の研究では，先行研究の成果を自らの実験により検証する形態であり，現代社会の課題を解

決する革新的な研究や新しい価値の創造という段階には至っていないが，進路選択につながる問題意

識や生徒の自由な発想から新たな研究課題へ発展する可能性が示された。次年度からは，習得した研

究手法をベースに，取り組むべき課題を各自で見出し，課題研究により創造した新たな価値を他者と

共有していくことで，地域社会や世界に貢献していこうとする姿勢や研究成果がさらに望まれるもの

となる。 
 

Ⅱ 学校設定科目「フロンティア探究Ⅱ」 

普段の授業や日常生活，自分たちが住む地域の中から自ら研究課題を見つけ，３～６人のグループ

で，課題研究に取り組む。１年次「フロンティア探究Ⅰ」において，習得した基礎的な研究手法を用
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いて，研究内容の充実・深化と発表スキルのレベルアップを図る。研究の成果は校内外で発表し，課

題解決への提言をめざす。 

[１]実施概要 

４月 
Ｆ探Ⅱ「課題研究」についての説明 

個人で興味のあるテーマを探る。 

５月～６月 

班編制・テーマ設定・仮説の設定  先行研究調査・文献調査 

研究計画・方法の立案  実験方法・実験設備・器具・試薬等の確認 

研究計画・情報収集の方法検討・フィールドワーク行動計画立案 

調査方法検討・文献・統計情報の使い方・アンケート内容検討 

各関係機関への調査依頼 

中間ヒアリング(担当Ｔと各班「研究内容・方法について」) 

７月 

予備実験・結果考察 ⇔ 計画の見直し・立案 

フィールドワーク・予備調査・結果考察 ⇔ 計画の見直し・立案 

夏季休暇中の研究計画 

校外調査活動の実施 

７月～９月 

本実験・データ収集と考察 ⇔ 計画の見直し・立案 

校外調査活動の実施 

活動成果・データの分析・考察 ⇔ 追加調査計画の立案 

１０月 経過報告会(第１回ルーブリック)  

１１月～１２月 

ルーブリックを受けて，研究の継続・発展 

実験・調査データ収集と考察・結果のまとめ 

発表資料の作成 

１月 
クラス内発表(第２回ルーブリック)  

発表内容の振り返り・発表資料のブラッシュアップ 

２月 
研究発表会(ポスター・口頭) 

評価のまとめと検討・ポートフォリオのまとめ 

 

[２]検 証 

(ⅰ)理系課題研究 

① 成果と課題 

「フロンティア探究Ⅱ」においては，生徒が自

分たち自身の興味・関心によってテーマを決める

ところからスタートした。本校では，オリジナル

の課題研究データベースを作成し，５００件以上

の研究データを管理している。研究テーマを決定

するにあたり，このデータベースを活用し，先輩の研究を引き継ぐグループや，先輩の研究をアレン

ジして新たな研究として始めるグループ，データベースにはない全く新しい研究テーマを決定するグ

ループなどさまざまであった。研究における，仮説・実験・論証という流れを意識させる中で，テー

マは決まったものの仮説の設定で時間がかかるグループが多く，例年よりも実験の開始が遅くなった。

前年度の反省に「データベースの改善」が挙げられていたが，カテゴリー分けなど改善できた部分も

ある。増え続ける研究データに対して，研究の系統性などが分かるように関連付けるなどの改善も図

りたい。 

課題研究の指導には，１クラス３人の教員がチームティーチング体制であたっている。１人３班か

ら多い者ではクラスをまたいで１０班程度担当し，テーマが設定されてから，計画の立案，実験指導

・調査活動の引率，発表資料の添削，発表指導に至るまで指導する負担は小さいものではない。指導

職員によって指導に差が出ないように，南高 SSH 課題研究における職員の「スタンダード」となるマ

ニュアルの作成なども，負担軽減や指導教諭の差を埋めることに繋がると考えられる。 

② 評 価 

本校はほぼ全員の生徒が大学進学を希望しており，高校生のうちから研究の基礎を養っていくこと

は非常に有効である。 

２年次，生徒の興味関心から研究がスタートしており，自ら課題を見つけ，考え，解決するプロセ

スを学べる「フロンティア探究Ⅱ」という科目は生徒の自主性を培うことのできる重要な科目である。

研究後には研究についてのポスターなどのプレゼン資料を作成し，自らの研究を振り返りまとめる。
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その後，自分たちの研究を発表することによりプレゼン能力を図ることができ，ＳＳＨ研究発表会に

は，外部の聴衆が集まり，生徒たちは工夫しながら発表していた。その中で多くの気づきを得ること

ができ，生徒の科学的探究の姿勢や態度が成熟され，２年次の学びが３年次の「フロンティア探究Ⅲ」

に繋がっていくという流れができた。課題研究において，専門分野を限定せず，生徒は自由な発想で

課題に取り組んだ。科学という学問における答えのない問いに対して自ら考えて取り組んだ。授業以

外にも，放課後や長期休業等を利用して，積極的に調査・実験を行った。そこで得たデータや実験結

果に対して自ら結論を出し，グループ内や職員と議論をする中で新たな知見を知ることや，生み出す

ことができた。２年次の「フロンティア探究Ⅱ」においては以上の成果が挙げられ，非常に有意義な

学びとなった。今後はテーマ設定の方法や，実験や調査の計画について職員と生徒の関わり方を改善

すること，また，仮説に基づいて，調査・実験を行うという観点から，仮説の設定についても改善が

図れる。これらを改善することで，さらに有意義な学びになるであろうと評価する。 

 

(ⅱ)文系課題研究 

① 成果と課題 

文系課題研究では，生徒に社会的な問題解決のための研究を想定される各分野の中から自由に設定

させている。昨年度に比べ，多くの班が地域へのフィールドワークやインタビューなど，広く校外機

関等と連携し研究内容を深めることができた。以下，今年度の事例（一例）をとりあげる。 

「『育水』を広めよう」研究 地域の小学生に向けてワークショップを行う。 

「和紙でワークショップ」研究 「中富和紙の里祭り」に参加。伝統的な地域地場産業に親し

んでもらいながら，高齢者や地域の子供たちとの交流の場と

してワークショップを企画・実施 

「甲府の魅力で人口減対策」研究 甲府市のこども未来部の職員の方々の協力のもと，甲府こど

も未来会議に参加 

高齢者ドライバーの実態と今後の

対策について 

当事者として身近な家族がおかれている状況や，甲府南警察

署などの取材を通じて研究を深めた。 

山梨の危険 あなたは知っていま

すか 

自然災害時に予想されることを，自衛隊や県の防災課に取材

し，地域防災力を高めるために必要な備えは何かを研究した。 

ポートフォリオやワークシートを用意し，研究ノート記入内容を充実させた。それぞれの研究の進

度，社会科学的な内容に合わせてワークシートを作成し取り組ませた。生徒は身近なところから社会

的な問題提起をし，先行事例や文献を手掛かりに，より良い根拠となるような情報はどこから得られ

るのか，担当職員に助言をもらい，自主的に校外のフィールドワークへ出かけ，情報収集を行った。

昨年度の課題であった研究の過程がわかるファイル等のデータ管理については，班で管理する研究フ

ァイルを用意し，項目ごとまとめて，研究の項目を意識しながらファイリングをするよう指導を行っ

た。来年度の論文作成への活用も想定している。１年次に基礎的なデータ作成や課題研究を行うこと

で，２年次の課題研究への取り組みがスムーズであった。一方で，計画の立案において主体的に動い

て研究の骨子を組み立てられる班と，研究のイメージが持てず，時間がかかる班との差が大きかった。

また，有効な根拠となる情報を得られない生徒も多く，信頼できる情報はどのようなものかを考えさ

せる時間が必要である。来年度は，重要な根拠となるようなデータ分析の技術について深く学ぶ時間

を設けたい。また，情報判断力がまだ形成されていない生徒へ，担当教員の細やかな声掛けや助言が

必要であると感じた。より深化した課題研究を実施するには，研究時間の確保などの研究環境の向上

が必須である。前年度の事例や研究への協力先を貴重な財産として，今後の研究に生かしつつ，改善

を行っていきたい。今後は，全国的なコンペティションに参加する等，校外でも発表していきたい。 

② 評 価 

研究発表会を終えて，来校された方々から昨今の社会的な問題について研究を深めることは大変意

義があるとの言葉をいただいた。また，運営指導委員の方からは，様々な多角的な取材先を開拓して

ほしいと助言をいただけたのも収穫だった。社会が直面する様々な課題を，自身の実生活の中で，問

題意識を持ちながら高校生活を過ごしてきた方が，将来社会で活かせる知識になる，社会的課題解決

に貢献できる人材を育てる実践的な取り組みを，身近な社会全体に理解・協力をしてもらうことは，

生徒たちにとってかけがえのない財産になると感じている。昨今の生徒は，批判的・対話的な情報の

読み取りが苦手とされており，考える力を磨くことは，喫緊の課題である。情報の信憑性を判断した

り，複数の意見を比較し考えるような読み方を主体的に行い，自身が積極的に現場の声を聴いたり足

を運んで情報を得る体験を増やしていきたい。 
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Ⅲ 学校設定科目「フロンティア探究Ⅲ」 

本科目では，さらに考察・ブラッシュアップを重ね，個人で論文を作成する。研究要旨を英文でま

とめ，基礎的な科学論文作成方法を学ぶ。希望する進路先の分野・領域に対する理解を深め，３年間

の探究活動をまとめたポートフォリオを進路選択に活用する。 

[１] 実施概要 

４月 論文作成の準備 
論文を書くためのポートフォリオ作成【個人で研究を振り返る】 

・資料を元に，論文作成のメモを完成させる。 

５月 論文の作成(１) 

研究概要・Abstractの作成【班で研究をまとめる】 

・Abstract：班で１つ完成させ，共有する。 

・研究概要：300～500 字程度 

・Abstract：研究要旨の英訳 (→英語科 T に添削依頼) 

６月 論文の作成(２) 

研究論文本文の作成【個人で論文を作成する】 

・本文は個人で書く 

・Abstract：班で完成させたものを共有する。 

・「論文作成のメモ」を参考に構成を考える。 

・論文は A4(縦)2～3 枚にまとめる。 

・全体の字数は 2000～3000 字とする。 

・発表資料に載せた図表やグラフ，写真等を使用する。 

７月 まとめ 研究論文のまとめ【個人で論文を完成させる】 

［２］検 証 

論文・英文要旨作成は，今年度初めての取り組みであった。２年次の研究を振り返り考察を深める

ことにより，希望する進路先の分野・領域に対する関心や理解がさらに高まった。進学後，それぞれ

の専門分野において研究を行う上で，論文のフォーマットを知り，英文要旨を作成することは，研究

の基礎を養う上で有益であると考える。今後は，研究内容を継続・発展させるために生徒が作成した

論文をどのように活用するかが課題である。 

 

（２）フロンティア講座 

［１］仮 説  

校外研修を中心としたテーマ別集中講座の実施により，自然科学に対する実践的な能力の育成と科

学的素養の向上が図られ，課題研究の充実と深化に繋がる。 

［２］内容と方法 

進路志望や興味・関心に応じて講座を選択受講する。なお，本講座の一部を公開講座とする。 

令和元年度実施講座・受講形態 

１年生  全員必修受講 
２年生 理数科・理ク 必修受講 

２年生 普通科    希望者受講 

 講座名 定員数  講座名 定員数 

(Ａ) ロボット講座【公開】 ３０名 (Ｈ) 臨海実習講座 ２０名 

(Ｂ) ＪＡＸＡ講座 ６０名 (Ｉ) 神岡研修講座 ２５名 

(Ｃ) 生物講座 ４０名 (Ｊ) 山梨大学医学部講座 ２０名 

(Ｄ) 電子顕微鏡講座【公開】 ２５名 (Ｋ) ＤＮＡ講座【公開】 ２０名 

(Ｅ) プログラミング講座【公開】 ４０名 (Ｌ) ワイン講座【公開】 ２０名 

(Ｆ) 先端技術講座 ４０名 
 

(Ｇ) 太陽光ソーラーパネル講座 ４０名 
 

 

 

（Ａ）ロボット講座 

 ［１］仮 説 

身の回りの様々な場面にロボット技術が活用されていることを理解し，ロボットの基本的な機能

を学びながら一人一台のロボットを製作することで，ものづくりの楽しさを味わい，先端技術への



18 

 

興味・関心を喚起できる。様々な作業工程を積み重ねる中で，プ

ロジェクトを遂行することの難しさと完成の充実感を体験させ，

創意工夫と意欲的に取り組む姿勢を育成する。 

 ［２］内容と方法 

① 内 容 

大学のメカトロニクスの授業を高校生用にアレンジして行う。

ロボットの定義や実社会での活用事例などを学び，一人が一台の

ロボットを製作する。 

② 日 程  

 実施日 時間 内   容 

第１回 9/7 

(土) 

13:00～ 

16:00 

ロボットの特徴と活用事例について(講義) 

主基板の製作。実際にハンダ付けを行う。(実習) 

第２回 9/14 

(土) 

13:00～ 

16:00 

主基板・ロボットメカ部分の製作。実際にハンダ付け，ギアなど

の組立てを行う。(実習) 

第３回 9/21 

(土) 

13:00～ 

16:00 

ロボットの動きとメロディ演奏の原理とプログラミング 

（講義）(実習) 

第４回 9/28 

(土) 

13:00～ 

16:00 

ロボットの動きとメロディ演奏のプログラミングと発表会(実習) 

 

③ 場 所   本校物理講義室 

④ 参加生徒 ２５名（本校生徒２２名，中学生２名 高校生１名） 

⑤ 講 師    山梨大学工学部 丹沢 勉 准教授，北野 雄大 助教 及び学生 (延べ７名) 

 

 ［３］検 証 

ロボットの制作を通して，電子部品の種

類や回路の働きについて学ぶと同時に，は

んだ付けなどの作業で電子機器の組み立て

の基礎について学んだ。電子機器や組み上

げただけではロボットは動かず，マイクロ

コンピュータに作成したプログラムを落と

すことでロボットとして機能するというこ

とを学んだ。また，プログラムを変更する

ことでロボットに様々な機能を持たすこと

ができ，完成したロボットのプログラムを

変更したり，センサーなどを調整することで，講師が用意したライントレースに，多くの生徒が試

行錯誤しながら取り組んでいた。「ものづくり」と「プログラム」という２つの分野を知ることが

できた。またスマートフォンでリモートコントロールするなど，身近なデバイスを用い，自分で組

み上げた装置を動かすという体験ができた。今後の課題としては，生徒アンケートの記述にあった

エディターを用いたプログラミングをするなど，日常的にプログラミングを学んでいる生徒に対し

ての対応が挙げられる。 

 

（Ｂ）ＪＡＸＡ講座  

 ［１］仮 説  

宇宙科学技術に関する講義や実習，また実験施設の見学を通し，

科学技術に関する知的好奇心や探究心が高まり，創造性豊かな人

材が育成されることが期待される。 

 ［２］内容と方法 

   ① 内 容 

 ＪＡＸＡの職員の指導により宇宙と科学技術について，実験実習を伴う講義を受ける。 

   ② 日 程 

 実施日 時 間 形式 内  容 ・ 場  所 

第１回 8/20 

(火) 

13:00～

16:00 

講義 

実習 

ＪＡＸＡ職員による宇宙と科学技術に関する講義と実習 

場所：本校数学演習室 

第２回 11/2 

(土) 

終日 校外 

研修 

ＪＡＸＡ相模原キャンパス見学研修 
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③ 参加者   本校生徒６６名 

④  講 師   野村 健太氏（JAXA 宇宙教育センター） 

 ［３］検 証 

ＪＡＸＡのオープンキャンパスの日に合わせ

て見学研修を実施し，実物大のロケットや人工

衛星などの展示に加えて，普段見られない研究

棟の中まで見学でき，たいへん有意義であった。

また，ＪＡＸＡ職員によるブレインストーミン

グを用いた討議型講義では，「惑星に移住する

としたら何が必要か」というテーマについて，

生徒の自由な発想と活発な意見交換による討議

が行われた。この方法を別な場面でも活用していきたい。生徒アンケートのすべての項目で肯定的

評価が９割を超えた。研究施設の見学や研究者による講義･実験を通して，「本物」に触れること

で，生徒の科学への新たな興味関心を喚起し，学びへの意欲や進路選択の意識を高めることにつな

がり，仮説の正しさが確かめられた。 

 

（Ｃ）生物講座 

［１］仮 説 

淡水魚の希少生物ホトケドジョウ類を例にとり，講義やフ

ィールドワークを通して，生物多様性を維持することと希少

生物を保護する意義を理解するとともに，自分の考えを深め

ることができる。 

［２］内容と方法 

① 日 程 

 実施日 時間 内  容 ・ 場  所 

第１回 7/30 

(木) 

12:30～ 

17:30 

・生物の多様性と希少生物を保護する意義についての講義を受講 

場所：山梨大学教育学部宮崎研究室 

第２回  10/28 

(月) 

12:00～ 

18:00 

・ホトケドジョウ類について講義とフィールドワーク 

場所：県水産技術センター忍野支所，忍野村ビオトープ， 

淡水魚水族館（忍野村） 

② 参加者   本校生徒４２名 

③ 講 師   山梨大学教育学部  宮崎淳一 教授（本校ＯＢ） 

山梨県水産技術センター  小澤  諒 研究員 

［３］検 証 

アンケート結果や感想から，多くの生徒が，

生物の多様性を維持し希少生物を保護する意義

について理解を深めることができたと思われ

る。しかし，この分野は「生物基礎」第５章で

主に扱われているため，本講座を受講した時点

ではまだ学習しておらず，基本的な知識がない

ままでの受講となってしまう。講座終了後の事

後学習が必要である。毎年，実施内容を検討し，

大学の施設見学やビオトープの観察，淡水魚水

族館の訪問等を取り入れ，生徒にも大変好評の講座である。受講生徒は，どの項目に対しても高く

評価しており，生物多様性について深く考え，問題意識を持ったことがアンケートからもわかる。

２年次に生物を選択しない生徒にも，人間と生態系との関係を考える機会が与えられたと考える。 

 

（Ｄ）電子顕微鏡講座 

 ［１］仮 説  

走査型電子顕微鏡の原理を学び，試料の準備から撮影まで，実際に自らの手で電子顕微鏡を操作

することで，ミクロの世界に触れるとともに発展的な観察へ導くことができる。 

 ［２］内容と方法 

① 内容と日程 
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 実施日 時間 形式 内  容 

第１回 
7/30 

(火) 
13:00 

～ 

16:30 

講義 

実習 

電子顕微鏡の原理，構造，基本的な扱い方について 

走査電子顕微鏡観察の前処理法や操作法の実習 

第２回 
7/31 

(水) 
実習 

観察したいサンプルを電子顕微鏡で観察・撮影し，レポートを

作成する。 

② 場 所  本校生物講義室 

③ 参加者  ２７名（本校生徒２０名・中学生７名） 

④ 講 師  日本電子株式会社 山本秀夫氏 菊地辰佳氏 高木憲治氏 他２名 

 ［３］検 証 

電子顕微鏡の観察においては，試料を金属粒子でコーティングす

る試料作製と実際に観察・撮影することが主なプロセスである。昨

年度の実施形態をさらに改善し，試料作製と顕微鏡観察の順番を運

営側で調整し，並行して生徒はレポート作成を行うなど，効率よく

講座を運営することができた。電子顕微鏡に触れることは，参加生

徒にとっては初めての体験であるが，作業に積極的に取り組む姿勢

が見受けられ，本講座は生徒の科学的探究心を満たすものであり，

身近なものにも関心を持ち，目を向ける意識付けになったことは，

科学的素養や思考力を育てる基盤になるといえる。例年通り，本講

座を公開講座として理数系地域連絡協議会を通じて，中学生７名を

受け入れた。このように本校のＳＳＨ事業が，本校生徒のみならず，

他校の生徒にも高度な科学技術に触れる機会，県内の科学的な学力，

思考力の底上げに貢献できると考える。走査型電子顕微鏡を３台使

用し，２日間の実習プログラムを実施するには３０名が限度である。例年，人気の高い講座ではあ

るが公開講座であることを鑑み，募集の際工夫する必要がある。 

生徒アンケート     〈高校生 ２０名〉              〈中学生 ７名〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（Ｅ）プログラミング講座 
［１］仮 説 

生徒はスマートフォンやタブレットを便利なツールとして様々
な情報を利用して得ているが，パソコンについては深く学んでいる
生徒は多くない。この講座で，プログラミング言語 HTML を使っ
て，自分でホームページを作成していく中で，プログラミングの基

本概念を理解するとともに，HTML の基礎技術を習得し，プログラ
ミングへの興味・関心を高めることができると考える。 

［２］内容と方法 
① 内 容 
ホームページの作成を通して，インターネットのメインコンテンツである，HTML(Hyper Text 

Markup Language)について学ぶ。プログラミングの基本概念を理解するとともに HTML との基礎技

術を習得する。  
② 日 程 

 実施日 時間 内  容 

第１回 9/7(土) 13:00 

～ 

16:00 

 HTMLの基本構造とタグ 

第２回 9/14(土)  HTMLの装飾・CSSスタイルシート 

第３回 9/21(土)  HTMLのレイアウト・応用 

生徒受講レポート例 
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③ 場 所   本校パソコン室 
④ 参加者   ３８名 (本校生徒３４名，中学生４名) 
⑤  講 師   株式会社トランゴ 石原 佳典 代表 

 ［３］検 証 
視覚的な面白さや真新しさに興味関心が向かいがちで，なかな

か仕組みまで探ろうとする意識が少ないのが，現状である。HTML

言語を用いて，基本的な WEB ページ制作を学び，閲覧時にはなか

なか気が付かない構造に触れ，プログラミングに興味を持つこと

ができたようだ。パソコンのキーボード入力

に戸惑う生徒も何人か見られ，普段いかにス

マートフォンやタブレットを利用する機会が

多いかが分かる。この講座をきっかけにして

社会に役に立つプログラミング技術を身に付

け，実社会に貢献できる生徒が増えたらよい

と感じている。HTML 言語を利用して実際に

プログラミングを行い，ブラウザを介して HP

を見る作業は，普段のスマートフォン，プロ

グラムミングに対する興味，関心を持たせら

れたことで，情報の科学的な理解が大きく向上したと考えられる。 

 

（Ｆ）先端技術講座 
［１］仮 説 

先端技術について項目別に各グループが設定した研修テーマ

に基づき，先端技術の成果を展示した体験型施設の見学や，日

本を代表する大学の付属研究施設を訪問し，研究者と直に交流

しながら研究内容の一端に触れることにより先端的技術に対す

る知的好奇心や興味・関心が高まり，日常の学習に対する意欲

の向上や創造性豊かな人材の育成に繋げることができる。 

［２］内容と方法 

① 内 容 

９つの研修テーマについて，インターネットなどで収集した

情報をもとに，あらかじめ事前レポートを作成し，見学内容や

体験項目を整理する。レポートの内容を日本科学未来館の見学

や体験実験，東京大学生産技術研究所の３研究室（沖大幹，腰

原，松永行子）の訪問などをとおして更に深めて整理し，研修

成果報告書を作成する。 

② 日 程 

 実施日 時間 形式 内  容 ・ 場  所 

第１回 8/19(月) 午後 演習 研修テーマの決定と事前調査 

第２回 

 

10/28(月) 

 

終日 

 

実習 

 

日本科学未来館(展示見学) 

東京大学生産技術研究所（研究室訪問） 

③ 場 所  日本科学未来館，東京大学生産技術研究所，本校パソコン室 

④ 参加者  本校生徒４０名 

⑤ 講 師  日本科学未来館職員，東京大学生産技術研究所 沖大幹，腰原，松永行子各研究室 

 ［３］検 証 

日本科学未来館では９つの研修テーマを設定し，昨年度と同様「テーマの概要」「その先端性や

優越性」「その技術で未来がどのように変わるのか」について，自分自身や社会との関わり合いの

立場から調べ，各自が考えをまとめるという研修スタイルを設けたため，自分の興味のある分野に

関して主体的に深めることができた。館内では大学での研究施設も設けられているとのことで，東

大生産技術研究所を訪問する事前準備として見学予定を立てたが，時間が思いのほか短く，そこま

で回ることができた生徒は少なかった。次年度は，研修時間の設定に配慮したい。生産技術研究所

では，国内外において第一線で活躍している研究者の方々の，最先端の研究について直接お話しを

聞くことができ，大変貴重な経験となった。持続可能な社会に向けての様々な研究は，これからの

将来において欠かすことのできない視点であると感じた。年齢の近い大学院生の研究者の方からも
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話を聞くことができ，外部から東大の研究に

関わるなど，様々な形があることを知った。

研究内容を理解できるか不安に感じる生徒も

多数いたが，生産技術研究所の方々が高校生

でもわかりやすく説明して下さり，大変有意

義な時間を過ごすことができた。様々な展示

物や多くの実物に直に触れ，また研究室を訪

問して，一線の研究者の社会への問題意識や

生の声を聞くことは，将来の進路を考える上

で大きな手がかりとなり，これからの高校で

の学習に良い刺激を与えることになった。 

 

（Ｇ）太陽光ソーラーパネル講座 
[１］仮 説 

地球温暖化防止は世界共通の喫緊の課題であり，化石燃料に代

わる持続可能な再生エネルギーの実用化と普及が現在の重要課題

である。メガソーラー発電所の見学や色素増感型太陽電池の作成

実習を通じて，エネルギーや発電に関する正しい知識と理解を深

め，エネルギー問題，環境問題について当事者意識をもち，脱炭

素社会に向け考察し行動に繋げていくことができる。 

[２］内容と方法 
① 日程と内容 

 実施日 時間 形式 内  容 ・ 場  所 

第１回 8/19 

(月) 

13:00 

～ 

16:30 

講義 

見学 

｢ゆめソーラー館やまなしについての取り組み｣ 

メガソーラー発電所見学・水素自動車の試乗 

(米倉山メガソーラー発電所) 

第２回 8/20 

(火) 

13:00 

～ 

17:00 

実験 

講義 

色素増感型太陽電池の作成 

太陽電池の原理及び特徴について(山梨大学クリーンエネル

ギーセンター 太陽エネルギー変換研究部門) 

② 参加者  本校生徒３７名 
③ 講 師    山梨県企業局 電気課 研究開発担当主任  手塚 賢 氏 

山梨大学工学部クリーンエネルギーセンター 太陽エネルギー研究部門 
入江 寛 教授，高嶋 敏宏 准教授 

[３] 検 証 
多くの生徒がエネルギー問題，地球温暖化

の問題についてより意識を高く持つ機会とな

った。電池の原理(酸化･還元)を学習していな

いが，基本的な原理は理解ことができ，大学

での実験実習･色素増感型電池の作成によっ

て，再生可能エネルギーの実用化に向けた研

究の一端を体験的に学ぶことができた。講座

を通して，身近な山梨県内のエネルギーの歴

史，現在のエネルギーの現状を知り，再生可

能エネルギーの重要性と同時に，温暖化防止の課題解決に向けた具体的な対策の可能性についての考

えを深化させることができた。太陽光ソーラーパネルの課題となる蓄電技術フライホール蓄電器の仕

組みには，リニアに使用されている超伝導の技術が応用されていることや，様々な分野の専門家が太

陽光発電の開発に携わっていることを知り，研究について関心を持たせることが出来た。再生可能エ

ネルギーによる温室効果ガス排出量の削減に向けた行動への第一歩を踏み出す貴重な機会となった。 

 

（Ｈ）臨海実習 

［１］仮 説 

現地で実際に生物に触れたり，海水中のプランクトンを採集するこ

とにより，海のない山梨県で学習する生徒の興味・関心を高めること

ができる。また，ウニの発生を時間を追って継続観察したり，採集し
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た動物や海藻類を同定することにより，発生学や分類学に対してより意欲的に取り組める。 

［２］内容と方法 

① 内 容 

お茶の水女子大学湾岸生物教育研究センターでウニの発生の観察，湾岸動物の観察と採取，磯で

の動物採集と同定，海藻類の採取と観察を行う。また，薄層クロマトグラフィーによって海藻類の

光合成色素を分離する。 

② 日 程 

   ≪１日目≫ ７月２７日（土）  7:10  学校出発（移動：貸切バス） 

                  13:00  お茶の水女子大学湾岸生物教育研究センター到着 

                  13:30  開校式・実習 

   ≪２日目≫ ７月２８日（日）          終日研修 

   ≪３日目≫ ７月２９日（月）       実習・閉校式  18:00 学校到着 

③ 場 所 お茶の水女子大学湾岸生物教育研究センター 

④ 参加者 ２年生 ２０名(生物選択者)，教職員 ２名 

⑤ 講 師 お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科 

      清本正人准教授，嶌田智准教授，吉田隆太特任助教，大学院生１名 

［３］検 証 

① 事後調査結果(生徒アンケート) 

ほぼすべての生徒が肯定的な感想を持

っている。この講座は実施されてすでに

１０年を超えており，実施内容を検討・

改善しながら進めていることもあって，

今回の臨海実習も充実したものとなった。

研修日程は非常にハードであったにも関

わらず，このような結果が示されたのは，

生物の楽しさや研究の楽しさを知り，研

究者の入口として非常にふさわしい実習

となっているためであると考えられる。 

② 成果と課題 

参加生徒は，生物選択者であったが，机上の知識を実体験に

よって検証できたことは非常に大きな意義がある。生徒の感想

にも，体験したことによって新たな疑問が生じてきたことや，

新たな知識を得てわき上がってきたさらなる探究心が非常に多

く記述されていた。海のない山梨県の高校生にとって，海辺で

海洋生物に直に触れる機会は貴重であり，また大学の先生や大

学院生に直接指導頂けることで，効果的な学習が行えた。発生

は生物の授業では３年次の前半に学習する内容であるため，実

習受講時には，発生学の知識がない生徒が多い。十分な事前指

導が必要である。 

③ 評 価 

２泊３日の研修期間中，各日とも，早朝から夜９時頃まで実習が続いたものの，生徒は非常に積

極的であり，研修後に提出されたレポートも完成度が高かった。今回の臨海実習に目的意識を持っ

て臨んだ生徒が多く，頭の中で考えていたことを実体験によって確かめられたことは非常に有意義

であり，来年度以降も継続して行っていくべき実習であると考える。 

 
（Ｉ）神岡研修 

［１］仮 説  

日本が誇る素粒子実験施設や，防災に関する科学技術，研究成果に触れ，研究者との交流をとお

して研究に対する創造的な発想とひたむきな姿勢を学ぶことは，生徒の科学への興味関心を喚起し，

また将来研究者として活躍しようとする意識を生徒に醸成することに繋がる。 

［２］内容と方法 

① 研修地（岐阜県飛騨市神岡町） 

奥飛騨さぼう塾，京都大学砂防観測所，東京大学神岡宇宙素粒子研究施設(ｽｰﾊﾟｰｶﾐｵｶﾝﾃﾞ) 
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東北大学ニュートリノ科学研究センター(ｶﾑﾗﾝﾄﾞ) 

② 日 程 

令和元年７月２９日（月）～３０日（火）１泊２日  (移動：貸切バス) 

 実施日 内    容 

１日目 
7/29 

(月) 

・奥飛騨さぼう塾訪問 

・京都大学防災研究所訪問 

２日目 
7/30 

(火) 

・東京大学宇宙線研究所（スーパーカミオカンデ）訪問 

・東北大学ニュートリノ科学研究センター（カムランド）訪問 

③ 参加者 ２年生 ２５名，教職員２名 

 ［３］検 証 

① 成果と課題 

実際に砂防ダムを見学し，背景に過

去の災害など歴史を知ることで砂防ダ

ムの必要性を理解した。また，自然災

害に対しての土木技術ということも学

んだ。京都大学砂防観測所では山梨県

の地形についても解説を受けたり，

2014 年の広島集中豪雨の例から，シミ

ュレーションを交えた講義を受けた。

スーパーカミオカンデやカムランドを

見学し，世界をリードする日本の最先

端の研究を知ることができた。 

生徒は研究内容にも興味を持ったが，研究者の姿勢に感銘を

受けた様子である。研究者の使命感を持ちつつも前向きに，「楽

しそう」に研究する姿を目の当たりにし，将来の自分の目標と

する生徒も多かった。研究内容に関しても，土砂災害から物質

の成り立ちまで知ることができ，生徒の知識や考えの幅が広が

った。今後の課題としては，事前学習の重要さが挙げられる。

粒子や反粒子や，素粒子という知識や概念を持って研修に臨む

ことができたら，さらに深い研修になるであろうと反省する。 

② 評 価 

世界最先端の研究施設やその研究内容に憧れを持った生徒が

多くいた。砂防など身近な自然災害についても興味を持ち，平

素の課題研究において砂防をテーマにする生徒もいた。「いか

なる研究も人の役に立つ」ということを感じた生徒もアンケー

トから多く見られた。 

研究する人間の姿勢や態度に憧れを持ち，自身の進路につい

てこれまで以上に深く考えるきっかけとなった本研修は，生徒

にとって非常に有意義であったと評価する。 

 

（Ｊ）山梨大学医学部講座 

［１］仮 説 

山梨大学 大村智記念学術館において，研究者の講義や最先

端の医療技術を学ぶことにより，医師の仕事や医学分野の研究

について理解し，考えることができる。また，本校 OB の医学

生の体験談を聞くことにより，大学生活でのイメージを構築で

きるとともに，医学部進学への心構えを知ることができる。 

［２］内容と方法 

① 日 程 

 実施日 時間 内     容 

第１回 8/19 

(月) 

13:00 

～ 

16:00 

・「世界脳週間」のイベントによる４名の山梨大学医学部教授

による講演 

・模擬実習と展示 
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第２回 8/23 

(金) 

13:00 

～ 

17:00 

・「小児科医の魅力」犬飼 岳史 教授の講義を受講 

・本校ＯＢによる大学生活の体験談（医学科１年生・６年生） 

・「生命倫理」に関する資料を読んで，レポート作成 

② 場 所  山梨大学 大村智記念学術館，本校 

③ 参加者  ２年生 ２２名 

④  講 師  山梨大学医学部医学科 犬飼 岳史 教授 他４名 

山梨大学医学部医学科１年生・６年生（本校ＯＢ） 

［３］検 証 

① 成果と課題 

医学部への進学を考えている生徒にとっ

て「医学」を志す上での意義と心構えにつ

いて理解を深め，自分の進路を見つめ直す

良い機会となった。「世界脳週間」のイベ

ントに参加し，「研究医」という道もある

ことを知ることができた。課題としては，

生徒側の専門的な知識の不足があり，入念

な事前学習が必要である。 

② 評 価 

山梨大学医学部の全面的協力の元，開講できた講座であり，医学系を目指す生徒が毎年２０名以

上いる本校にとって，将来の進路を明確にするためにも必要であると考える。受講した生徒は，将

来医学部進学を目指しているため，自分の進路をより具体的にイメージしたとともに，臨床医だけ

ではなく研究医という道もあるということを認識できた様子である。受講した生徒は，「医学」に

対しての問題意識を改めて深めたことがアンケートからもうかがえた。 

 

（Ｋ）ＤＮＡ講座 

［１］仮 説 

近年，バイオテクノロジーの発達と一般化により，ＤＮＡや

タンパク質に関する話題と触れる機会が多くなったが，実際に

バイオテクノロジーを体験することはほとんどない。実際にＤ

ＮＡ操作技術に触れる機会を設け，分子生物学への関心を深め，

知識の向上を図る。 

［２］内容と方法 

① 内容と日程 

 実施日 時間 内  容 場 所 

第１回 8/19 

(月) 

13:00～ 

16:00 

【講義】遺伝子操作の基本原理と技術 

【実験】ＰＣＲを用いたＤＮＡ鑑定実験 
生物講義室 

第２回 8/20 

(火) 

9:00～ 

12:00 
【実習】コンピュータによるゲノム解析 コンピュータ室 

② 参加者  ２７名 〔内訳：本校２年生徒 １７名・他高校２年生 ２名・中学生８名〕 

③ 講 師   公益財団法人かずさＤＮＡ研究所 長瀬隆弘博士，青木正寿参与，木村天治氏 

 

［３］検 証 

今年度は，千葉県のかずさＤＮＡ研究所のご協力を得，当該研究所の既存のプログラムを本校の

ＤＮＡ講座用にアレンジして頂き，初めて外部委託という形で本講座を開講した。内容は，ＰＣＲ

を用いたＤＮＡ鑑定実験を中心にプログラムを組み立てて頂いたが，機材・試薬・試料を用意して

頂き，これまで２日間かかった「ＤＮＡの抽出・精製→ＰＣＲ→電気泳動」に係る時間を格段に短

縮することができた。さらに，世界の研究機関が蓄積してきたゲノムデータとＤＮＡ解析ツールを

実際に使用して，バイオインフォマティクス(生物情報科学)の一端に触れることも可能となった。

毎年，公開講座として参加希望者を募っているが，本講座はとても人気が高く，３７名の生徒が受

講を希望した。例年，器具や試薬に上限があり，２０名以内でないと実施できなかったが，今年度

は２５名超規模の講座を実施することができた。先方との日程や負担経費の調整等の上，次年度以

降も外部委託での実施を検討したい。 
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生徒アンケート   〈高校生 １９名〉            〈中学生 ７名〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ｌ）ワイン講座 

［１］仮 説 

山梨県の特産であるブドウから様々な工程を経て造られるワイ

ンについて工場見学，講義を通して生物学的，化学的に学ぶこと
が出来る。また，ワイン醸造の開発や研究に対する多角的なアプ

ローチやひたむきな姿勢を学ぶことができると考える。 
［２］内容と方法 

① 日程と内容 

 実施日 時 間 内  容 

第１回 7/29 
(月) 

13:00～ 
   16:00 

・山梨大学生命環境学部教授による講義 
・附属ワイン研究センターの見学 

第２回 7/31 
(水) 

12:40～ 
   16:30 

・モンデ酒造工場の見学 
・酵母菌を用いたアルコール発酵の実験 

② 場 所  モンデ酒造工場，山梨大学附属ワイン科学研究センター，本校生物実験室 

③ 参加者  ２２名（本校２年生 １５名，中学生 ６名） 

④  講 師  山梨大学生命環境学部附属ワイン科学研究センター 奥田 徹 教授 

モンデ酒造 製造部醸造課 醸造責任者 水上 東 氏，本校職員 

［３］検 証 

山梨大学附属ワイン科学研究センターでは，ワインの歴史や現

在の流通量，ワイン産業等により，様々な学問が発達したことを

学んだ。ワインを学問としてとらえ様々な角度から科学的に研究

が行なわれていることを知り，ワインの奥深さを感じることがで

きた。オフフレーバーについて，実際に香料を嗅ぐことで理解を

深めた。人により感じ取れる臭気に違いがあることも興味深い体

験であったようだ。発酵のしくみを学ぶ中で，生物や化学の授業

で学んだことが目の前で現象として起こり，ワインという製品が

作られる過程を知ることは，授業に対する意欲の向上につながると思われる。ワインの製造開発に携

わる研究者より，開発現場の話を聞くことで，職業選択を考える貴重な体験となった。地場産業の魅

力の発信や地域活性について考えるよい機会となった。生徒は特産品としてその存在の大きさは感じ

ており，今回喚起された興味関心が本県の産業振興にも向けられることを期待する。 

生徒アンケート     〈高校生 １５名〉            〈中学生 ６名〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）科学的素養を高める取り組み 

Ⅰ ＳＳ科目 

［１］仮 説 



27 

 

・事象を探究する過程を通し，自然科学及び数学における基本概念や原理と法則を系統的に理解

させることができる。 

・基礎・基本の確実な定着をはかりながら，応用的・発展的な学習内容を導入することで，専門

分野への興味・関心を高めることができる。 

［２］内容と方法 

① 内容・対象 

 
ＳＳ 

数学Ⅰ 

ＳＳ 

数学Ⅱ 

ＳＳ 

数学特論 

ＳＳ 

物理 

ＳＳ 

化学 

ＳＳ 

生物 

ＳＳ 

理科探究 

理数科 

１年 ２・３年 ２・３年 

１～３年 

３年 普通科 

理数ク 
２・３年 

② 単位数  学習指導要領に記載された理数科目に準じた履修単位を設定 

③ 対 象  理数科及び普通科理数クラス（全学年） 

④ 講 師  本校教職員，外部講師 

⑤ 実施計画 各科目において年間計画とシラバスをつくり授業を進めている。 

  ⑥ 学習指導要領に示されていない領域でＳＳ科目に含まれる発展的な内容の代表的な例。 

ＳＳ数学Ⅰ・Ⅱ 「初等整数論」「数値解析」「線形代数学」「物理数学」 

ＳＳ数学特論 「微分方程式」 

ＳＳ物理 「熱力学」「流体力学」「特殊相対性理論」 

ＳＳ化学 「結晶学」「量子力学と電子軌道」 

ＳＳ生物 専門領域の論文を利用したセミナー 

ＳＳ理科探究 科学的主題に基づいた討議型講義 

［３］検 証 

各科目において，学習計画とシラバスを作り，基礎・基本を大切にしながらも，実験・実習を取

り入れ，発展的な内容の理解を深める授業を行っている。実験の分析や考察を通して学問の本質を

深く考えさせることができ，課題研究のレベルの向上に繋がっている。また，前述のフロンティア

講座や進路分野別出張講座等で，大学等の外部講師による講義を受講することで，早期に専門分野

への興味・関心を喚起し，高校での学習が将来大学等の高等教育にどのように繋がっていくかを感

じ取らせることができた。このような取り組みが，様々な科学系コンテストへの受験者の増加につ

ながり，学習範囲を超える専門分野への理解力の向上が認められる。今後は，実際の学力と様々な

科学的能力の育成や向上との相関性を，進路実績以外のデータで示す評価法を模索していきたい。 

 

Ⅱ サイエンスフォーラム 

［１］仮 説 

・一流の研究者の講演を聴くことで，自然科学に対する興味・関

心を高めることができる。 

・科学技術と社会の関係性を知り，学問や職業の理解を深め進路

の選択肢を広げることができる。 

［２］内容と方法 

① 内 容 

・本講演会はキャリア教育の一環として実施する。 

・「南高ＳＳアカデミー」を活用し，本校卒業生で大学や研究機関等において研究に携わっている

研究者を中心に講師を依頼する。 

②令和元年度講演内容・講師・対象 

実施日 演 題 講   師 対 象 

8/30 

(金) 

ロボット技術と未来社会 千葉工業大学未来ロボット技術研究センター 

古 田 貴 之 所長 

１年 

10/25 

(金) 

小さな気泡の不思議な世界 東北大学未来科学技術共同研究センター 

高 橋 正 好 教授 

２年 

［３］検 証 

本講演会は自然科学や科学技術に関する最先端の研究を知る貴重な機会である。内容は決して易

しくはないが，多くの生徒が積極的に質問したり，講演会終了後も講師を囲んで，講義内容につい

てさらに深い説明を求めたりと，興味や関心を探究しようとする積極的な姿勢が見られた。 
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サイエンスフォーラム以外にも，校内で実施される講演会は少なくない。また，実験・実習を伴

う分野別講義がＳＳＨ事業以外でも実施されていることを考慮すると，本校では，総括的にあらゆ

る分野・領域の講義・講演に参加する機会が設けられており，生徒の進路選択の幅を広げ，志望進

路の実現を可能にしているものといえる。 

 

Ⅲ 科学の世界 

 [１]  仮 説 

 文系からも理系からもアプローチ可能な「科学」を題材とし，

人間と自然・科学技術との関わりについて生徒に考えさせる

ことで，様々な視点から科学に向き合う姿勢を育成できる。 

 相互授業参観の実施により，教員の授業力の向上に繋がる。 

 [２]  内容と方法 

①内 容   第１～３期に開発した「科学の世界」及び「フロン

ティアガイダンス」の研究成果を各教科授業の中で

継続発展させ，教科横断的に科学を学ぶ。 

②対 象   全校生徒 

③講 師   本校職員 

④方 法   各教科の本校職員が，科学的な視点から様々なジャ

ンルを扱う「オムニバス形式」の授業を各教科で行

う。授業は相互参観とする。 

⑤令和元年度実施例 

教科・科目 概  要 

国語 

そう主張する根拠は何か 

野矢茂樹『大人のための国語ゼミ』より第6章「そう主張する根拠は何か」の例に挙げ

られた文章を読み，何事かを主張するときになぜそう主張できるのかを考える。 

地歴公民 

(現代社会) 

核兵器と原子力発電 

核兵器と原子力発電のしくみを理解し，両者と日本とのかかわり方を考える。 

地歴公民 

(世界史) 

歴史を科学する 

実験によりその状況を再現することがほぼ不可能な「歴史」という学問，その中で「本来，いか

にあったか」という観点から歴史を科学にしようと目指した史料批判の手法について学び，現代

社会の諸問題を切り取る視点を手に入れよう。 

数学 

４次元正多胞体を見る 

３次元空間における「正多面体」は４次元空間では「正多胞体」という立体になります。３次元

空間に住んでいる我々には作ることはできませんが投影した立体から想像することは可能です。

不可能を可能にするため，見えない物を見るために科学は発展していきます。 

数学 

直線・円・放物線などのグラフや領域に関する問題を考察する 

数学Ⅱの第３章「図形と方程式」では直線・円などのグラフや不等式が表す領域に関する内容を

学習した。この既習内容について，グラフ関数ソフトの「Function View」の使用方法を習得させ，

直線群などの理解を深めて今後の学習に役立てることを目標とする。 

理科 

（化学） 

染色の科学 

なぜ“紫”は高貴な色なのか。染色の歴史から解説します。実際に合成染料を実験で作り様々な

繊維を染めます。 

生徒アンケート    〈１年生〉             〈２年生〉 

１年生 
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理科 

（物理） 

波って何だろう？ 

身近にある「波」。でも改めて考えてみるとよくわからない・・・そんな「波」を考え

よう。 

英語 

「読み」の科学～心理学的・認知科学的視点をヒントに～ 

• 「同じ」だけど，「違う」のはなぜ？ 

• 「わかる」のに，「わからない」のはなぜ？ 

• だからあなたは間違える（のかも？） 

英語 

（Science 

 English） 

Photosynthesis Using Chromatography 

Science English の テキストの Nonrenewable Energy の単元に関しての内容である。光

合成や Carbon Cycle（炭素の循環）について，英語で勉強した。薄層クロマトグラフィ

ーを使い，試料にクロロフィルが含まれているかどうか，英語で仮説をたて，実験し，

英語で結論を発表する。英語での表現を学習し，生物の図説資料を使用し，教科横断的

に探究する。 

情報 

モデル化とシミュレーション 

探究活動で実践できる問題解決の方法を提供します。答えのないものへのアプローチの

方法を考察し，社会に出て行く生徒たちへの意識改革や「探究とは？」という問題を投

げかけたいと思います。持ち物：５００円硬貨 １枚/人 

芸術 

（美術） 

動画について 

映像の歴史を学びながら，視覚玩具を用いて動画の仕組みを知ろう。 

保健体育 
自分の体を知りトレーニング方法を見つけよう 

自分の体力を知り，トレーニング方法を見つけ，トレーニングによる障害と食事の大切さを知る。 

保健体育 
環境衛生活動のしくみと働き 

〇ごみ処理の現状やその課題  〇上下水道の整備とその問題点 

家庭科 

「だし」のおいしさを科学 ～和食の原点「だし」を味わい，活用しよう！～ 

和食は世界文化遺産に指定され世界的に評価されている。調理の基本であるだしの取り

方を学び，そのおいしさであるうま味を味わい，仕組みを科学的に理解させたい。また，

だしの減塩効果を体験させ，健康な食生活への活用を促したい。 

[３] 検 証 

「科学の世界」は生徒自身が実生活における科学の存在に気づき，思考力や表現力を養うことが

できる授業である。本授業の実施により，多角的な視野を持ち，様々な場面に対応できる応用力を

持つ人材育成に繋がると考えられる。本授業は，年間を通して全教科で実施され，より広い視野か

ら科学を捉えることで，生徒の科学的思考が構築されている。一方，通常の授業の進捗状況や授業

内容に合わせて「科学の世界」を実施することは教科によっては難しく，単発の特別な時間になっ

てしまう場合もある。本授業と通常の授業とに隔たりを作らない工夫が望まれる。また，教職員が

相互に授業参観し手法を学び合うことで授業力の向上につながる有効な機会となっているが，業務

の関係上，参観の機会を多く設けることは難しく改善には至っていない。 

 

２ 高大接続プログラムの開発とポートフォリオの研究 

現在進められている大学入試改革は，高校時代の学びの履歴や自己評価を積極的に活用する方向に

ある。山梨高大接続研究会に参加し高大接続についての理解を共有しながら，高大接続プログラムを

開発する。大学へのスムーズな接続をねらい，ＳＳＨでの取り組み等，高校生活における生徒個々の

探究プロセスを記録するツールであるポートフォリオを作成し，自己の成長と変容を可視化する。 

 

（１）高大接続研究会 

・目 的 「高大接続改革実行プラン」等による国の教育改革の動向を踏まえた高等学校教育，大学

教育，大学入学者選抜の一体的改革のあり方を検討する。高大接続の観点から学修履歴

を活用した教育改善と学修評価についての研究を進める。 

・取組内容 

ア ３つのポリシー（アドミッションポリシー・カリキュラムポリシー・ディプロマポリシー)に基

づく大学教育改革の取り組みについての高校・大学関係者の理解の共有。 

イ 大学教育を受ける際に必要な高校までに身につけるべき資質・能力についての理解の共有と，

その育成に必要な方法の協力開発,実践。 

ウ 高校・大学を通じた学習履歴のポートフォリオを蓄積する方法,及び蓄積された履歴を活用した

従来の教育を転換する方法についての理解の共有と活用。 

 



30 

 

・実践内容（令和元年度） 

第１回：ポートフォリオの活用と入試選抜 

第２回：講演 「探究」を探究する 文部科学省視学官 藤枝秀樹先生 

第３回：主体性の評価と提出書類の扱い 静岡大学・都留文科大学・三重大学と意見交換 

第４回：主体性の評価と提出書類の扱い 島根大学・福島大学・山梨大学と意見交換 

 

・構 成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）オリジナルポートフォリオの運用 

① 南高版ポートフォリオ Frontier Discovery 

高大接続における共通理解を活用しながらバインダー式のポートフォリオ(Frontier Discovery)を

作成し，昨年度より導入を開始した。様式は，研究や実験の履歴とデータを記録する研究ノートを中

心とする活動履歴を残す元ポートフォリオ，高大接続の観点から大学側に提示する報告書に直結する

凝縮ポートフォリオを一体化したものである。e ポートフォリオの普及が進む現在であるが，実験中

のデータやアイデアメモなどの全てを包摂した研究の全過程を一元化し可視化する目的から，あえて

紙ベースのバインダー式で作成した。１年次に配布し，３年間，主に「フロンティア探究」に使用す

る。２，３年次には，新年度分の概念図や研究ノートを追加配布し，課題研究活動時に使用すること

で，探究プロセスの蓄積と振り返りができるように指導している。 

 

② 内 容 

□目的・目標・成果と成長 

□フロンティア探究 

・課題研究の年間予定 

・研究の進め方 

（研究の段階において随時追加） 

・課題研究ルーブリック・採点表 

・課題研究の記録 

・活動プロセス 

・研究計画書 

・研究ノート（実験ノートに該当） 

・参考資料一覧 

□各種活動の記録 

・各種活動の記録（講座・ボランティア活動など） 

・資格取得・検定の記録 

・各種発表会・大会の記録 

□資料編 

・課題研究テーマ一覧 

 

副会長：教育監 

 

高校教育課指導主事 

 

教育研究会 

進路指導部会長 

山梨県教育委員

会 

 

甲陵高校 

韮崎高校 

甲府工業高校 

甲府昭和高校 

甲府南高校 

山梨英和高校 

甲府東高校 

巨摩高校 

日川高校 

都留高校 

身延高校  

研究校 

【幹事会】議長：山梨大学アドミッションセンター 

庶務：アドミッションセンター入試課 

 

副アドミッション 

センター長 

 

アドミッション 

オフィサー 

 

教学担当理事 

山梨大学 

概念図や評価基準を掲載 

活動プロセスで研究過程を概観 
活動プロセスと自己評価

を記入 



31 

 

・研究発表例（ポスター発表・口頭発表） 

 

③ 成 果 

１ 一元化 

研究ノートに実験データ・メモ・気づき・考察などを記録し，データの蓄積や学習過程を一元化

することで，仮設の修正や実験の変更なども含めた全体の履歴が残り，研究過程および発表準備に

おいて，有効に機能している。 

２ 可視化（鳥の目・魚の目・虫の目） 

研究の全体を俯瞰し（鳥の目），テーマ設定 ⇒ 手法の学び ⇒ 研究計画 ⇒ 実験・調査

⇒ 結果の考察 ⇒ プレゼンテーション資料作成 ⇒ 発表のプロセスや流れを確認し（魚の

目），研究中のメモやデータ資料を確認（虫の目）することが出来る。一回一回の実験・調査で，

何をして何を考えてきたのかという行動と思考の過程を可視化することが出来ている。 

３ エビデンスの蓄積 

実験データや資料などの情報が日付や場所などとともに記載されており，研究を考察しまとめる

上で重要となる根拠（エビデンス）として機能している。 

４  経験と学びの蓄積 

テーマ設定 ⇒ 手法の学び ⇒ 研究計画 ⇒ 実験・調査 ⇒ 結果の考察 ⇒ プレゼン

テーション資料作成 ⇒ 発表の全ての段階における経験と，そこから得た気づきや学びを自在に

記載することが出来ている。研究に必要となる資料と，分析，考察，省察などが記されることで，

理解を深め研究を深化させることが出来ている。 

５ プレゼンテーションの準備 

考察とまとめの段階において，研究ノートに記載したデータをもとにグラフ化などの統計処理を

行い，プレゼンテーション資料として効果的に使用している。 

６ 成長と変容の記録と確認 

研究における試行錯誤の経過が蓄積されており，どんな経験や思考をしてきたのかを振り返りフ

ィードバックさせることで，研究の推敲や改善に役立てることが出来ている。学習のプロセスと同

時に成果の確認としての役割も果たしている。 

７ 目標と身に付けたい力の意識付け 

ポートフォリオの冒頭部に，目的と目標，

評価ルーブリック，身に付けたい資質能力

を提示することで，課題研究を通して自分

の行動がどんな目標に向かい，どんな資質

能力の育成につながるかを意識すること

が可能である。また，研究計画書と研究ノ

ートが一元化されているため，研究計画書

に沿いながら，研究を進めることが出来る。

研究は，思うように進まず困難や葛藤を抱

えることが多いが，その試行錯誤による改

善こそが必要とされる力であることも示

している。さらに資料編として，研究のモ

デルとなる先輩のポスター発表及び口頭

発表例を示すことで，目指すレベルが明確

になり課題解決に向かう学習を促進させ

るものとなっている。 

 

④ 課 題 

ポートフォリオの導入により，学びの成果を蓄積するツールが整った。生徒の使用状況から見る

と，ある程度目的が達成されていることがわかる。今年度には以下の点を追加，改善した。 

・３年間の学びの流れや目標を概略できるページを設け，ポートフォリオの標準形を整えた。(後

述) 

・３年生の「フロンティア探究Ⅲ」の年間計画及びまとめの手順に関わるページを追加した。 

・２年生文系課題研究における調査活動方法や手順に関するページを追加した。 

以下は今後に改善が求められる点である。 

・今年度追加したページをさらに検討し整理する。 

SSH の探究活動を通して，身に付けたい力を，評価項目ととも

に掲載。 
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・情報の電子化等の方法について検討する。 

・目標設定や課題研究のテーマ設定，仮説をたてる時間を充分に確保し，フィードバックする機

会を増やす。 

・研究ノートがデータの蓄積として有効に機能しているため，さらに統計処理などのスキルを高

める講座を設けることで，研究レベルの向上を図る。 

・大学進学への出願資料に直結する凝縮ポートフォリオを再構築する時間と内容を検討する。 

 

（３）南高ＳＳスタンダード評価方法の確立 

「課題研究」に対して，年２回，複数の指導者によるルーブリックを実施している。評価をフィ

ードバックすることにより，研究の充実が図られ，レベルの深化・向上につながり，生徒の変容を

比較することができる。また，様々な評価方法の導入により，研究を見る目や新しい知識や思考に

対する気づきといった生徒の科学的素養の向上が期待される。 

 

[１]評価方法 

① 課題研究ルーブリック 

評価項目・方法は，前述のポートフォリオ Frontier Discoveryに基本ページとして生徒には１年

次に配布される。項目は，以下を基本の形式(例：理系課題研究対象)とする。また，文系課題研究に

おいては，社会科学を中心とした研究に特化した項目を適宜加えて実施する。 
課題研究ルーブリック 

  評価項目 評価のポイント 

研
究
テ
ー
マ 

独創性 

客観性 

研究テーマがわかりやすく，科学的客観性が示されて

いる 

どのような事象に興味を持ったか 

その事象と研究内容に関連性はあるか 

論理性 

表現力 
テーマの意義が示されている 

何のために研究するのか示されているか 

研究の方向性や発展性があるか 

客観性 

論理性 
先行研究や参考文献が示されている 

先行研究や参考文献が示されているか 

その内容を理解しているか 

研
究
ア
プ
ロ
ー
チ 

論理性 

正確性 
テーマに沿った研究方法が具体的に構築されている 

研究方法が構築されているか 

研究ノートが活用されているか  

正確性 

独創性 
器具の原理や使用法を理解している 

器具の原理や使用法を理解し，使っているか  

正確性 

客観性 
科学的客観性を持ってデータを収集・分析できている 

データの収集と分析に，科学的客観性があるか 

研
究
の
ま
と
め 

表現力 

独創性 

ポスターやパワーポイント資料がわかりやすくまとめられ

ている 

研究動機・仮説・研究方法・結果・考察・今後の課題・

参考文献が明確に表記されているか 

表現力 

正確性 

プレゼンテーションにより研究内容を的確に伝えられて

いる 

研究内容を理解し，得られたデータから考察されたプ

レゼンテーションができているか 

正確性 

客観性 
研究内容の価値を自己評価できている 

研究成果の意味や今後の課題，発展性が示されてい

るか 

複数の課題研究担当教員が，各評価項目について４点満点で評価する（合計３６点満点）。各項目

を「正確性」「客観性」「論理性」「表現力」「独創性」の５領域に区分し，それぞれの到達度をレ

ーダーチャートで示す。研究ごとに教員は指摘やアドバイス等コメントを記載する。この採点表を各

班に返却し，複数教員の視点から見た改善点を振り返るヒントとさせる。ルーブリックは年２回実施

し，評価結果について，項目別点数とレーダーチャートにより，研究成果の変容を見る。 

② 生徒間相互評価 

複数回ある評価機会のうち，クラス内発表会や中間発表会等において，生徒間相互評価を実施した。

評価項目を設定し評価点をつける，発表内容について記述する等の手法を用いて実施した。 

③ パフォーマンス評価 

ＳＳＨ研究発表会でのポスター発表を中心に，生徒の相互評価を視覚化

するため，付箋による“いいねシール”を導入している。今後研究を進め

ていく上で，客観的な他者の考え方や視点を参考にしながら，新たな課題

と考察へと繋がる有効な評価方法の一つである。また，研究を見極める力

を身につけ，研究内容の理解と評価を簡潔にまとめられるよう，従来の「課

題研究(ポスター発表・口頭発表)記録用紙」も併用している。研究のポイ

ントを押さえ，なおかつ自身の見解や考え方を簡潔にまとめることで，有

効なディスカッションが期待される。 
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④ 年度末評価 

全学年の年度末評価にあたり，入力シートを用意した。これは，前述の評価方法を用いてシートの

評価の欄に３段階の評価を選択することで，評価内容が半自動で反映されるものである。特に２年次

の課題研究への評価は，各クラスの科目担当者により，研究内容と評価内容を 200 字程度で記載し，

単位認定を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[２] 検 証 

課題研究の指導において，ルーブリックという評価基準があることで，チームティーチングで課題

研究を指導している教員の，生徒や研究に対する共通理解が得られ，研究の進捗状況に応じた指導が

可能となった。研究期間中に，複数回生徒の評価を行う機会があるが，その都度，生徒に評価内容を

フィードバックすることで，指導教員・生徒とも取り組んでいる研究の課題点を理解し，適切なタイ

ミングでの指導が研究のレベルアップに繋がった。また，生徒間の相互評価も取り入れ，研究に対す

る客観性を確保することができつつある。一方，探究活動が班で取り組む課題研究であるため，現状

では個々の生徒に対する評価は難しい。 

 

３ グローバルリーダーに必要なコミュニケーション力の育成 

グローバル化が進む社会において，科学技術英語の能力がますます重要になってきている。英語科

教員と理科，数学科教員がそれぞれの知識や技術を共有し，連携を図る中で，生徒に実践的な力がつ

くような科学英語のカリキュラム開発に取り組む。話せる英語力と豊かな国際性を身につけた視野の

広い生徒を育成する。 

 

（１）学校設定科目「サイエンスイングリッシュ」 

 [１] 仮 説 

国際的な場面で活躍する科学技術系人材に必要な，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態

度や英語でのプレゼンテーション能力，科学的思考力の育成を目標としている。ペアワークやグルー

プワークによる英語言語活動中心の授業の実施や身近な科学的現象や環境問題，エネルギーなどをテ

ーマに作成した独自の教材を使用することで，英語の４技能を総合的に育成できると考える。 

［２］内容と方法 

① 題 材  ・天気と天候 ・地球温暖化とその影響・リサイクルと再生可能エネルギー など 

② 対 象  １学年全生徒 (単位数：２単位 代替科目：英語表現Ⅰ) 

③ 担当者  本校英語科教員（ＪＴＥ／ＡＬＴ） 

ルーブリック レーダーチャート 

生徒間相互評価 記述式・項目式 

文系課題研究 生徒相互評価項目 

１ テーマに独自性があるか 

２ 目的が明確か 

３ 説明や表現がわかりやすいか 

４ 正確なデータや情報に基づいて作られている

か 

５ 声は聞き取りやすいか 

６ 充実した内容だったか 
 

学年末評価 入力例 
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［３］検 証 

① 生徒アンケート結果 

【問 ＳＥの授業でよかった点】 

・科学的内容に関する様々な英語表現を学ぶことができた。 

・リテリングやサマリーを行うことにより，長文の理解や興味を深めることができた。 

・根拠を明確にしながら，自分の意見を言う機会が多く与えられていた。 

【問 ＳＥの授業で学んだ次の内容やスキルが役立ったかどうか，答えてください。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 成果と課題 

授業をすべて英語で行い，英語を使う機会を生徒に与え，自分の意見を英語で書いたり，科学的内

容について会話をするなど英語言語活動中心の授業とすることで，積極的に英語でコミュニケーショ

ンを図ろうとする態度を身につけさせることができた。また，身近な問題や身近な科学的現象をテー

マに設定することで，英語だけでなく理科の授業に対するモチベーションの喚起と持続につながった。

ＳＳＨでは，国際的な場面で活躍する科学技術系人材の育成を目指しているが，将来研究内容を発信する

ために，英語を用いた発信力の向上が必須であることを認識できた。 

 

（２）サイエンスダイアログ 

［１］仮 説 

研究のために来日し，日本の大学で学問を深め活躍している外国人研究者による英語の講義を聴く

ことを通して，研究への関心・国際理解を深めるとともに，英語学習への意欲が向上する。 

［２］内容と方法 

① 方 法 

日本学術振興会の「サイエンス・ダイアログ事業」を活用

し，理系分野で活躍する外国人研究者を講師に依頼する。 

② 日 程   令和元年１１月８日（金） 

③ 講義詳細 

〔１年理数科〕 

演 題：Foie Gras: Protecting the Liver from a Silent Disease  

（フォアグラ：沈黙の病から肝臓を守る） 

講 師：東京大学・大学院医学系研究科 Dr. Fahrettin HACZEYNI (Mr,)  

内 容：自己紹介・自国紹介（トルコの文化や科学者を目指した経緯について）・研究内容 

 

〔１年普通科理数クラス〕 

演 題：The world is my home or how is it to be a scientist. 

（世界が故郷：科学者になるのにいかに影響したか）  

講 師：国立研究開発法人理化学研究所 

・環境資源科学研究センター 

Dr. Olena KULESHOVA (Ms,) 

内 容：自己紹介・自国紹介（ウクライナの文化や科学者を目指した経緯について）・研究内容 

［３］検 証 

① 生徒の感想 

・質問に対し自分の体験を交えながら答えてくれた。 

・英語を聞き取ろうと意識を集中させていたので，結果的に日本語の講義よりもしっかりと受講で

きたと思う。 

・国によって価値観が全然違うなと思った。 

・夢を叶えるためにどうしたらよいか話してくれたことがとても説得力があった。 
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② アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 成果と課題 

研究分野に関する専門用語の対訳リストの事前配布をしたものの，難しい用語の聞き取りには苦労

した生徒が少なからずいたようだ。ただ，講師が画像を多く取り入れたパワーポイントを用いて説明

してくださったことが理解の助けになったようだ。一方のクラスでは脂肪肝や肝臓がんの発生機序や

予防について学んだ。もう一方のクラスでは放射性ブドウ糖を用いた PET 検査や，内臓などの透視

画像処理について教えていただいた。また，夢の実現のためには時には親と衝突するような強い意志

が必要だということを自分の例を挙げながら生徒の意欲を喚起してくれた。全体での質疑応答では何

人もの生徒が手を上げ質問していた。それに対して丁寧に回答してくださったことが印象的であった。

講義終了後にも個人的に質問をしている生徒が見受けられ，興味関心を持っている様子がうかがえた。

外国人研究者による専門的な英語での講義の聴講機会を肯定的にとらえる意見は多く，科学的な興味

・関心を高めるだけでなく，英語を母語話者としない者同士が英語を介して研究を深めているという

点にも焦点をあて，理系の研究分野における英語の重要性や必要性についても実感させていきたい。 

 

（３）海外研修 

［１］仮 説 

国際的に有名かつ先進的な研究機関での研修を通して，科学技術への好奇心や探究心を喚起し，将

来科学技術に関わる専門的・国際的な仕事に従事したいという意識を持たせることができると考える。

日本では見られない自然の観察実習を通して，自然環境への興味関心と学習意欲を高める効果が想定

される。また，現地で活躍する日本人研究者や現地高校生と交流する中で，英語力の必要性を実感さ

せることで豊かな国際性を身につけた生徒の育成に繋がると考える。 

 

［２］令和元年度海外研修実施計画 (実施中止) 

① 日 程  令和２年３月８日（日）～３月１４日（土）（５泊７日） 

② 参加者  第２学年 ３０名    引率 本校職員 ３名 

Q1 講義における英語はどの程度理解できたか 

 

 

 

 

 

 

 

 
理数科       理数クラス 

Q2 研究内容の説明はどの程度理解できたか 

 

 

 

 

 

 

 

 
理数科       理数クラス 

Q3 講義を聞き科学や研究に対する関心は高まったか 

 

 

 

 

 

 

 

 
理数科       理数クラス 

Q5 再度外国人研究者による講義を聞きたいか 

 

 

 

 

 

 

 

 
理数科       理数クラス 

Q4 全体の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 
理数科       理数クラス 

アンケートグラフ凡例 
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③ 研修地  アメリカ合衆国カリフォルニア州 ロサンゼルス・ヨセミテ・サンフランシスコ 

カリフォルニア工科大学，NASA ジェット推進研究所，ヨセミテ国立公園等 

 

［３］平成３０年度海外研修の報告 

① 研修地と日程 

アメリカ合衆国カリフォルニア州 

ロサンゼルス・ヨセミテ・サンフランシスコ 

平成３１年３月１０日（日）～３月１６日（土）（５泊７日） 

 

・３月１０日  学校発…成田着／成田発＝ロサンゼルス着 

カリフォルニア科学センター 

グリフィス天文台 

・３月１１日 カリフォルニア工科大学・ 

カリフォルニア州立大学ロサンゼルス校訪問 

特別講義・キャンパスツアー 

・３月１２日 Whitney High School 訪問 協働授業受講 

・３月１３日 ロサンゼルス発＝サンフランシスコ着 

カリフォルニア科学アカデミー 

サンフランシスコ…ヨセミテ 

・３月１４日 ヨセミテ国立公園フィールドワーク 

ヨセミテ…サンフランシスコ 

・３月１５日 サンフランシスコ発＝ 

・３月１６日 成田着／成田発…学校着   

② 参加者  第２学年 ２６名  引率 本校教員３名 

③ 生徒アンケート 

 
④ 評 価 

昨年度の研修については，ほぼ満足したという回答が得られた。国際的に有名かつ先進的な研究機

関での研修を通して，世界的な視野を身につけるとともに，科学技術への好奇心や探究心を高めると

いう当初の目的はほぼ達成できた。また，現地の高校生や日本人研究者との交流を通して，英語の必

要性を実感させ，英語学習への意欲を喚起させることができた。今後参加生徒の中から，将来科学技

術の分野で国際的に活躍できる人材がでてくることを期待する。 

 

（４）海外提携校との研究交流に向けた取り組み 

［１］ 提携校選定の経緯 

今年度本校の第１回ＳＳＨ運営指導委員会において，同委員会の

山本隆司委員長より，同大学グローバル教育院河井栄一氏を通じて，

タイのコンケン大学付属高校の提携校候補としての紹介を受けた。

同校はタイ東北部コンケン州にあるコンケン大学教育学部の付属高

校であり，ＳＳＨと類似した科学教育プログラムを展開している科

学教育に実績のある高校である。科学分野の研究交流はもとより，

国際交流や高大接続の観点からも本校と研究開発の成果を共有でき

るものと考え，同校へ提携交流の依頼をすることとした。 
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［２］ 交流内容(予定) 

 ①ＳＳＨ事業に係る自然科学系４領域の部活動（物理宇宙部，

生命科学部，物質化学部，数理情報部）及び「フロンティ

ア探究」で行われている課題研究を中心に，インターネッ

ト環境を通じた研究発表，研究協議，共同研究等を行う。 

 ②コンケン大学付属高校の生徒が来校し，相互にＳＳＨ事業

関連の研究発表および研究協議を行う。 

 ③ＳＳＨ事業第５期（2022 年度以降）が指定された際には，

相互に訪問し合い，現地にて交流プログラムに沿った研究

発表，関係教育機関訪問，交流会やホームステイを通じた交流を行うこととする。 

 

［３］ 事業実施計画(予定) 

①2019年度 

 ・英文による交流事業の依頼要望書の送付 

 ・交流提携校として合意に向けた交渉のため，校長が 2020年

1月に現地を訪問し基本合意を得る 

 ・基本合意書（MoU）の交換 

 ・インターネット交流に向けた体制づくりと試行 

 ②2020～21年度   

 ・インターネット交流の実施 

 ・コンケン大学付属高校の生徒の本校への受け入れと交流 

 ③2022年度以降  インターネット交流の継続 

 

４ サイエンススペシャリストの育成プログラム 

（１）南高ＳＳアカデミー 

［１］仮 説 

本校卒業生を中心とした大学・研究機関の研究者や大学院生・大学学部生を会員として登録し，課

題研究のアドバイス・サイエンスフォーラムの講師・フロンティア講座の講師等をお願いすることに

より，より高いスキルを得ることができるとともに，サイエンススペシャリスト育成の「人材バンク」

としても利用できると考える。 

 

［２］内容と方法 

・構 成（令和２年３月現在） 

  専門領域・所属学部 

会長 山梨大学教育学部 宮﨑淳一 教授(本校ＯＢ１２期) 教育学 

会員 

 

 

５７

名 

山梨大学を中心とした大学教授等       １６名 航空宇宙工学，衛生生物

学，救急医学，機械工学，

気象学等 

企業の研究者等                ８名 

研究機関の研究者               ２名 

学生(大学学部生・大学院生)         ３１名 

※本校ＳＳＨ事業を体験した（第１～３期）の卒業生 

教育学部，生命環境学部，

工学部，医学部，薬学部，

理学部等 

・今年度の内容 

①サイエンスフォーラムの講師…１回 

②フロンティア講座の講師・ＴＡ…７講座 

③夏季休業中のフロンティア探究Ⅰの講師・ＴＡ…８／２１，２２，２３(前述) 

 

［３］検 証 

会員が本校ＯＢを中心としているため，講演会の講師等の依頼や講座の運営がスムーズに行える上，

後輩へのエールを頂いている。第３期まで１３年間のＳＳＨ事業により育成できた人材が，各方面で

の研究や体験を在校生徒にフィードバックするシステムが構築されつつある。課題としては，会員の

活用方法のさらなる検討や計画的なプログラムを構築することが必要であると考えられる。第４期か

ら「南高ＳＳアカデミー」と組織化したことにより，ＳＳＨ事業の運営がスムーズに行われている。

本組織には現状で，５０名を超えるメンバーが登録されているが，今後，様々な分野で活躍している

会員を発掘し，会員数をさらに増やしたい。 



38 

 

（２）南高ＳＳゼミ 

［１］仮 説 

国際科学コンテスト本選出場者と科学の甲子園出場者に対して，過去問題の解説・体験談・アドバ

イス等をいただくことにより，より高いスキルを得ることができ，サイエンススペシャリストを育成

するプログラムが構築できると考える。 

［２］内容と方法 

① 日 程  令和元年１２月１６日（月） 

② 場 所  本校生物実験室・化学実験室・生物講義室 

③ 内 容  第９回科学の甲子園山梨大会第２ステージ出場

者１６名に，実験・プレゼンスキル向上のための

実践型講座を開講する。 

④ 参加者  第８回科学の甲子園山梨大会出場者１６名 

⑤ 講 師  山梨大学教育学部 宮﨑 淳一 教授 

［３］ 検 証 

さまざまな国際科学コンテストに挑戦する生徒が年々増加してい

るが，本年度は化学グランプリ・物理チャレンジ・情報オリンピッ

ク・数学オリンピックで予選を通過し，本選に出場した。また，科

学の甲子園山梨大会第２ステージ進出２チームに対して，事前指導

を５回実施し，その中でアドバイスをいただいた。 

本選に出場した生徒が今度は下級生にアドバイスをするといった

流れを構築できた。コンテスト申込者や本選出場者に対して，定期

的に学習会を実施する等の計画的なプログラムを構築するところま

では至らなかったので，次年度以降改善したい。 

 

（３）理数系教育地域連絡協議会 

高校，中学校，小学校の教員を対象に地域の理数系教育振興を目的として，教育関係機関と本校が

連携し設立した組織である。この協議会では，地域の小中高生や教員が「科学と技術」をテーマに交

流や活動を行い,理数系教育の充実に向けた連携のあり方を探る。 

［１］ 仮 説 

事業を地域に普及するために理数系地域連絡協議会を設置し，出前授業などをおこなうことがサイ

エンススペシャリストの育成に寄与する。 

［２］ 内容と方法 

（ア）構 成 (令和元年度加盟校) 

 理数系教育地域連絡協議会 加盟校 

高等学校 
県立甲府第一高校，県立甲府西高校，県立甲府東高校，県立甲府昭和高校，県

立甲府工業高校，県立甲府南高校（本校） 

中学校 甲府市立南中，甲府市立城南中，甲府市立上条中，山梨大学教育学部附属中 

小学校 甲府市立山城小，甲府市立大国小,甲府市立大里小，甲府市立伊勢小 

  

（イ）協議会の開催 

第１回（６月１１日）「各学校の理数系教育の取り組み状況について(各学校が望むものは何か）」 

第２回（７月１６日）「小中高の連携の在り方について（内容と方法及び問題点）」 

第３回（３月予定）「今後の地域の理数系教育について（１年間の反省と課題)」 

 

（ウ）令和元年度実施事業例 

① フロンティア講座への他校生の参加 

「電子顕微鏡講座」「ロボット講座」「ＤＮＡ講座」「プログラミング講座」「ワイン講座」

に連絡協議会校の小中学生・高校生合わせて約４０名が参加した。 

② 学園祭への他校児童生徒の参加 

各ワークショップブースにおいて，小中学生向けの実験企画や展示を実施し，多数の小中学生

や保護者が参加した。 

③ 出前授業（９月２日） 

甲府市立大里小で物理宇宙部員と本校職員が参加し，出前授業を実施した。 
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［３］ 検 証 

参加を募集した各種講座に他校生徒約４０名が参加し，本校生徒と交流した。また，協議会加盟校

に出前授業をおこない，授業の仕方に上達が見られたことで，サイエンススペシャリストとしての資

質が向上したと考えられる。 

 

（４）サイエンスワークショップの活動 

［１］仮 説 

① 大学・研究機関等の外部講師による講義・実習を実施することにより，発展的な研究テーマを見

つけ出し，研究に取り組む中で生徒の創造性，独創性，論理的思考力が育成される。 

② 研究発表会や各種科学コンテストに積極的に参加することで，科学的資質の向上と高度な情報処

理能力やプレゼンテーションスキルの養成が期待される。 

③ 「南高ＳＳアカデミー」を通じて大学等と連携を図り，専門家による指導体制を構築できる。 

［２］内容と方法 

① 内 容 

自然科学系クラブとして「物理宇宙部」「物質化学部」「生命科学部」「数理情報部」の４つの

ワークショップを設置している。このワークショップは生徒会の部活動として位置づけている。研

究活動に取り組み，研究成果は様々なコンテストや発表会に参加し発表する。また，地域の小・中

学校と連携し，出前授業等を行う。国際科学系コンテストを積極的に受験する。 

② 実施上の留意点 

 各ショップの運営指導は，本校ショップの顧問が中心となって行う。 

 研究過程の系統的・体系的な実施と十分な時間を確保する。 

 生徒の自主的な研究・実験が柔軟に行えるように環境を整え，その安全管理に配慮する。 

 研究の成果を還元するため，プレゼンテーション能力や情報処理能力を合わせて養成する。 

 生徒が自ら研究課題を見つけ，研究を進めるにあたり，「南高ＳＳアカデミー」を通じて，大学

や研究機関，専門家等に指導を求める。 

③ 令和元年度の主な活動内容 

４月 サイエンスワークショップオリエンテーション 

５月 科学館ボランティア 

６月 学園祭展示 

７月 化学グランプリ(１次) 日本生物学オリンピック(予選) 物理チャレンジ(１次) 

８月 ＳＳＨ生徒研究発表会 全国総合文化祭 電子ロボと遊ぶアイディアコンテスト 

   化学グランプリ（２次） 物理チャレンジ（２次） 

９月 千葉大学主催高校生理科研究発表会 ガールズサイエンス cafe＠山梨 

１０月  日本学生科学賞県審査会 

１１月 生徒の自然科学研究発表会 科学の甲子園山梨大会(１次) ロボコン山梨 

幼稚園親子研修会 

１２月 科学の甲子園山梨大会(２次) 

１月  山梨県サイエンスフェスタ  日本数学オリンピック(予選) 

２月 ＳＳＨ研究発表会 日本情報オリンピック（本選） 日本数学オリンピック（本選） 

④ 令和元年度の主な実績 

実施月 大 会 名 主な賞 

８月 全国高等学校総合文化祭 物質化学部…自然科学部門出場 

９月 
千葉大学主催 

高校生理科研究発表大会 
生命科学部・物質化学部…優秀賞 

１０月 日本学生科学賞山梨県審査会 生命科学部…県教育長賞，県議会議長賞 

１１月 

山梨県生徒の自然科学 

研究発表大会 

（山梨県高等学校芸術文化祭 

自然科学部門） 

物理宇宙部…物理部門 教育長奨励賞 

     …ポスター部門 理科部会特別賞 

物質化学部…化学部門 芸術文化祭賞(総文祭へ) 

…化学部門 教育長奨励賞 

生命科学部…生物部門 理科部会特別賞 

…ポスター部門 教育長奨励賞 

ロボコンやまなし２０１９ 数理情報部…アイデア賞 
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［３］検 証 

４つのワークショップは，それぞれ恒常的に充実した活動を続けており，その活動成果は校内外に

広く認められている。ワークショップ活動のメインである研究活動においては，年間通して高いレベ

ルでの実験と考察を繰り返し，研究内容を深めている。また，多くの発表会や科学コンテストに積極

的に参加し，全国でも上位の賞を受賞している。一方，地域の小中学生に科学の楽しさを伝える活動

も継続的に行っており，好評を得ている。ワークショップの活動は部員以外の生徒に対しても科学に

対する親近感を醸成する役割を果たしている。 

 

A 物理宇宙ショップ 

 ［１］仮 説 

身の周りの現象についての疑問を物理的な観点から解明しようとする態度を育てるとともに，

様々な発表会や科学コンテストに積極的に参加することで，科学的資質・能力を高めることがで

きる。また，科学館や小中学校での活動をとおして，教えるという立場から多くのことを学び，

研究者としての資質の育成に繋がると考える。 

 ［２］活動内容 

① 内 容 

学園祭での展示や発表，山梨県立科学館での科学ボランティアへの参加，小学生対象の天文に

関する出前授業，生徒の自然科学研究発表大会への参加と校内での研究成果の発表 

② 日 程 

４月 校内ワークショップオリエンテーション 

野外天体観測 

５月 科学館ボランティア 

６月 学園祭展示発表  

９月 甲府市立大里小学校出前授業 

１１月 生徒の自然科学研究発表大会 

私立幼稚園 PTA 連合会研修会 

１月 サイエンスフェスタ 2020  

２月 ＳＳＨ研究発表会 

サイエンスワークショップ研究発表 

③ 活 動 物理講義室において放課後活動 

④ 部員数 ２０名（３年生：４名，２年生：６名，１年生：１０名） 

 

 ［３］検 証 

① 成 果 

生徒の自然科学研究発表大会(山梨県芸術文化祭) 

物理部門   「液体中での固体のライデンフロスト現象について」教育長奨励賞（第２位） 

ポスター部門 「効率の良い電波発電装置の開発」 理科部会特別賞（第３位） 

② 課 題 

南高ＳＳアカデミーを活用し関係機関との連携をさ

らに深めたうえで，高校生の発想を生かした研究テー

マを設定し，高校における学習内容と連続性を持った

研究ができるようにしたい。その上で研究レベルの向

上を図り，コンテストへの取り組みをより強化してい

く必要がある。 

③ 評 価 

小学校への出前授業や幼稚園児を対象とした研修会

では，園児や児童が興味を持ち，楽しく会に参加できるよう，部員達は多くの時間をかけて話し

合い，星座人形劇の企画や天体プレゼンテーション，クイズづくりに取り組んだ。生徒の発想は

児童たちにも響き好評を得るとともに，参加した保護者にも高校生の持つ潜在力を印象付けるこ

とができた。発表素材を作成する中で，部員相互が意見を出し合い協力してよい物を作るという

経験をとおして，自分たちの活動が周囲からも期待されていることを実感させることができた。

研究活動では，テーマの決定から研究の遂行，成果のまとめまで研究チームごとに行い，その成

果を数多くの研究発表会に出展した。発表にむけ推敲を重ねることで，論文のまとめ方やプレゼ

ンテーションの技法を学んだ。研究の成果を発表する多くの場を経験することで，部員達は科学
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的探究の態度とプレゼンテーション能力を高めていった。後輩に先輩が教えていくという姿も随

所に見られ，生徒の自主的な活動を部の基本とするスタイルが定着している。 

 

B 物質化学ショップ 

 ［１］仮 説 

１年を通して１つの研究テーマ･課題に向き合い，主体的に粘
り強く考えて解決していく能力を高める。また，県内外の様々
な発表会に参加し，大学の研究や他校の生徒の研究発表を聞き
化学の知識を深めると共に，プレゼンテーション能力を高める
ことが期待できる。学園祭やボランティアでの化学実験を通し
て小学生や中学生，幅広い年代の人たちに，原理や法則を分か
りやすく説明することによって化学の現象をより深く理解がで
きる。 

 ［２］活動内容 
① 内 容 

学園祭や山梨県立科学館でのボランティア活動への参加。県内の生徒の自然科学研究発表大会
への参加。県外の大学主催の科学コンテストへの参加。 

② 日 程 

・山梨県立科学館科学ボランティア     ５月３日(金)      （山梨県立科学館） 

・学園祭               ６月２１日（金）～２２日(土) （本校校舎内） 

・第４３回全国高等学校総合文化祭  ７月２７日（土）～２９日(月) （佐賀大学） 

・オープンスクール学校説明会での研究発表  ９月 １日(土)     （本校校舎内） 

・ガールズサイエンス cafe＠山梨            ９月 ８日(日)      （山梨県立図書館） 
・第１２回高校生理科研究発表大会      ９月２８日(土)     （千葉大学） 

・令和元年度生徒の自然科学研究発表大会  １１月 ３日(日）     （山梨県立甲府東高校） 

・私立幼稚園ＰＴＡ連合会研修会        １１月 ９日(土)     （本校校舎内） 
・サイエンスフェスタ 2019              １月２６日(土）    （山梨県立科学館） 

③ 活 動 毎週月・水・金曜日に活動(夏季休業中は集中して活動)   （本校化学第２実験室） 
④ 部員数 １７名（３年生２名，２年生９名，１年生６名） 

 
 ［３］検 証 

① 成 果 

・ガールズサイエンス cafe＠山梨 

｢クマリンの安定した抽出｣ポスター発表･･･優秀賞 

・千葉大学主催第１２回高校生理科研究発表大会 

｢クマリンの安定した抽出｣ポスター発表･･･優秀賞 

・生徒の自然科学研究発表大会 

化学部門 ｢金属樹の研究｣･･･芸術文化祭賞（第４４回全国高等学校総合文化祭出場予定） 

化学部門 ｢色素増感太陽電池へのクマリンの応用｣･･･教育長奨励賞 

② 課 題 

学園祭やボランティア活動での化学実験や展示を通じて，科学のおもしろさを伝えることの難し

さや楽しさを学ぶことができた。また県内外発表会への参加により化学への知識が深まり，研究へ

の意欲や技能が向上した。今後の研究内容の深化のために，研究の進めるうえでの技術や知識，伝

える力をさらに伸ばすことが課題となる。 

③ 評 価 
仮説の通り，１年間の取り組みが，生徒の実験，観察の技術やデータを分析する力，科学的に探

究する能力や態度，プレゼンテーション力の向上につながった。また，大会において研究内容が評

価されることで，研究への意欲が向上した。 

 

Ｃ 生命科学ショップ 

［１］仮 説 

生物に関する自然現象に注目して多角的な視点での研究活動を行い，科学的な思考力が育成され

る。また，科学研究発表会での発表，科学教室でのボランティアを通してプレゼンテーション能力

を向上させ，自己発信力を身につけることができる。 
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 ［２］活動内容 

① 内 容 

山梨県立科学館での科学ボランティアへ参加，学園祭での展示発表，大学主催の科学コンテスト

への参加，生徒の自然科学研究発表会への参加，サイエンスフェスタへの参加，生物学オリンピ

ックへの参加 

② 日 程 

・山梨県立科学館科学ボランティア    ５月３日(金)            （山梨県立科学館） 

・学園祭                            ６月２１日(金)～２２日(土)  （本校化学第２実験室） 

・ＳＳＨ生徒研究発表会              ８月７日（水）～８日(木)       （神戸国際展示場） 

・ガールズサイエンス cafe＠山梨   ９月 ８日(日)          （山梨県立図書館） 

・第１３回高校生理科研究発表大会    ９月２８日(土)                   （千葉大学） 

・令和元年度生徒の自然科学研究発表大会     １１月３日(日)    （山梨県立甲府東高校） 

・私立幼稚園ＰＴＡ連合会研修会          １１月９日(土)         （本校会議室） 

・サイエンスフェスタ2020               １月２５日(土)        （山梨県立科学館） 

③ 活 動  本校生物第２実験室において放課後に活動 

④ 部員数  １９名（３年生 ４名，２年生 ９名，１年生 ６名） 

 ［３］検 証 

① 成 果 

・第１３回高校生理科研究発表大会 優秀賞２研究 

・令和元年度生徒の自然科学研究発表大会 

(山梨県芸術文化祭自然科学部門) 

ポスター部門 教育長奨励賞（第２位） 

生物部門 理科部会特別賞（第３位） 

・第６３回日本学生科学賞山梨県審査会 

 県議会議長賞（第２位），県教育長賞（第３位） 

② 課 題 

継続的に研究し，年次経過と共に研究を発展させていくこと

が必要だと考える。そのため，長期的な展望のもと，研究テー

マを吟味して計画的に取り組むこと，また具体的な研究方法や

実験技術が確実に継承されるよう情報の共有化が必要である。 

③ 評 価 

多くの外部団体のコンテストや発表会に参加して県内外の

様々な研究発表会で入賞した。また，発表会をとおしてプレゼ

ンテーション能力は非常に向上した。さらに，様々な研究に触れることで，優れた研究を見極め

る力がついた。研究においては，企業や公的な研究機関，大学等と積極的に連絡を取り，研究に

対するアドバイスや刺激を受けた。研究の質を高めるとともに，大学や企業の研究に対する興味

関心が高まった。 

 

D 数理情報ショップ 

 [１] 仮 説 

ものづくりを中心とした生徒の自主的な活動と山梨県立科学館との連

携活動を重点に行うことで，自分のアイディアを形にする創造力とプ

レゼンテーション能力を育成することができる。 

 [２] 活動内容 

① 内 容 

山梨県立科学館の科学ボランティアスタッフ，学園祭（クレーンゲ

ーム制作・アスキーアートカレンダー配布・自作ゲームの公開・ロボット操作体験ブース開設），

電子ロボと遊ぶアイデアコンテストへ出場，ロボコン山梨２０１９(ゴルフボール運び競技・ソ

ーラーカー競技）へ出場 

② 日 程 

・山梨県立科学館のボランティアスタッフ               ５月  ４日(土) 

・緑陽祭(学園祭)                    ６月２１日(金)～２２日(土) 

・電子ロボと遊ぶアイデアコンテスト(神奈川工科大学)    ８月 ５日(月) 

・ロボコンやまなし２０１９(アイメッセ山梨)         １１月 ９日(土) 
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③ 活 動  本校物理実験室において，毎日活動 

④ 部員数  ２７名 (３年生 ６名，２年生 １０名，１年生 １１名)  

 [３] 検 証 

① 成 果 

・ロボットの開発や作製に関する技術力は工業高校や高

専には及ばずとも，自ら持ちうる知識や技量・アイデ

ィアを開発に取り入れ，試行・改良を繰り返した。完

成した機体で県内外の様々なロボットコンテストに出

場し，今年度もロボコン山梨でアイディア賞を受賞し

た。ＳＳＨ指定後，１６年に渡り，生徒が習得してき

たロボット技術は向上を続けており，先輩から後輩へと現在まで継承されている。 

・パソコンを用いて部員がゲームのプログラミングを行い，それらを学園祭で一般公開して反響を

呼んだ。４月のワークショップオリエンテーションやＳＳＨ研究発表会でのデモンストレーショ

ンとそれに伴うプレゼンテーションもアピール度が高く，多くの部員を集めている。 

② 課 題 

・センサーを搭載し，マイコンを組み込む等，情報分野と数理（工業）分野の結合した作品を製作

したい。 

・開発の内容を工夫し，生徒の活動として引継が可能な情報をまとめていく必要がある。 

③ 評 価 

数理情報部では，色々なアイディアを持ち寄って試行錯誤を繰り返しながら，リモートコント

ロール型のタイプのロボット製作及び，レゴマインドストーム等で開発を行っている。これらの

活動を通じて，生徒は数々の問題を解決し，目的を達成するための粘り強さと技術，独自に工夫

をする力を獲得している。自分達のアイディアが徐々に実現していくその過程は，生徒にとって

とても魅力的なものとなっている。コンテストで入賞することを目標に，これからも継続した取

り組みを行っていきたい。 

 

④ 実施の効果とその評価 

（１）研究計画の進捗状況について 

① 「南高ＳＳアカデミー」を活用した主体的・協働的課題研究プログラム「フロンティア探究」の開発 

生徒がサイエンスリーダーとしての資質を身につけるために，Ｈ２９年度より全校生徒が取り組む

課題研究プログラム『フロンティア探究』を開始した。今年度は３年生の「フロンティア探究Ⅲ」が

スタートし，これで『フロンティア探究』３年間の基本形が完成した。 

 

【学校設定科目「フロンティア探究Ⅰ」】 

課題研究と基本的な実験や統計処理を学ぶ「基礎講座」(物理・化学・生物基礎実験，統計処理，

情報関連)，生徒の研究を深化させるための「フロンティア講座」と「サイエンスフォーラム」によ

り構成されている。１年生全員にポートフォリオ(Frontier Discovery)を持たせ，講座のテキストや感

想，実験の結果や取り組み内容を蓄積している。課題研究のテーマは，１年次に研究手法（テーマ設

定→仮説→実験・観察→考察→まとめ→発表）を学ぶことを目標にテーマをしぼり，物理・化学・生

物からの９テーマとした。指導はクラスの担任・副担任に理科の教員を加えたチームティーチングで

行い，その際ポートフォリオが課題研究の教科書として機能しており，スムーズな運営につながって

いる。長期休業中や土日で実施している「基礎講座」には，Ｈ２９年度に組織化した本校卒業生を中

心とした研究者や大学院生からなる「南高ＳＳアカデミー」を活用しており，今年度も夏季休業中に

実施する基礎講座においてＴＡとして２８名が協力した。 

評価方法は以下の通り。 

・研究テーマ選択時，研究方法の立案時，ＳＳＨ研究発表会事前発表時の教科担当者によるコメン

ト評価 

・「基礎講座」及び「フロンティア講座」のレポート 

・研究方法の立案時，およびＳＳＨ研究発表会時の評価 

以上とポートフォリオの内容を総合して，年度末にＨＲＴが３段階に評価し，単位認定を行う。 

【学校設定科目「フロンティア探究Ⅱ」】 

課題研究と生徒の研究を深化させるための「フロンティア講座」と「サイエンスフォーラム」によ

り構成されている。課題研究は文系クラス・理系クラスともに生徒が主体的に設定したテーマで課題

研究を行っており，理系クラスは理科の教員の，文系クラスは国語・社会・英語・家庭科・美術の教
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員が１クラスに３人の体制で指導にあたっている。本校では過去の

研究テーマをデータベースとして活用しており，今年度も６１研究

が新たに加わった。 

評価の方法は以下の通り。 

・担当教員や生徒によるルーブリック評価を中間発表会とクラス

内発表時に行う。生徒にはコメントを添付し，フィードバック

する。 

・パフォーマンス評価として，ＳＳＨ研究発表会でのポスターセ

ッションにおいて，生徒の相互評価を視覚化するため，付箋による“いいねシール”を実施した。 

ルーブリック評価とポートフォリオの内容を総合して，年度末にＨＲＴが３段階に評価し，単位認

定を行う。 

【学校設定科目「フロンティア探究Ⅲ」】 

今年度から，３年次の「フロンティア探究Ⅲ」がスタートし，生徒はポートフォリオを整理し，２

年次の課題研究についての研究論文を作成している。その際，論文要旨については英語で作成した。

指導には学級担任のほか，英語の要旨の指導で英語科の教員が指導に加わった。 

評価方法は，研究論文とポートフォリオの内容を総合して，年度末にクラス担任が３段階に評価し，

単位認定を行っている。 

 

「フロンティア探究」に関する今年度「本校教員意識調査」の結果を以下に示す。 

・「生徒はグループのメンバーと協力して，課題研究に取り組んでいる」：９３．８％ 

・「ＳＳＨ研究発表会に向けた活動が，生徒のコミュニケーション力やプレゼン力の向上に生かさ

れている」：８７．７％ 

・「生徒は課題研究の成果を，わかりやすく発表できるように努めている」：９１．５％ 

また，令和元年度１年生対象に，ＳＳＨ事業開始前の５月初旬と１年間のＳＳＨ事業のまとめの時

期である１月に実施したアンケートの結果は以下のとおりである。 

・「身近な自然現象や科学技術に対する興味関心がある」：５月８２．２％→１月８６．７％ 

・「受験に関係なくても理科や数学は重要である」：５月８７．９％→１月８９．０％ 

・「自分の意見を伝えるプレゼンテーション力必要」：５月９８．２％→１月９９．１％ 

本校ＳＳＨ事業を意識し入学する生徒も多いため，もともと高い水準ではあるが，１年間のＳＳＨ

事業を通して，生徒の科学への興味や関心は広がり，また協働的に課題研究に取り組むことで，コミ

ュニケーション力やプレゼン力を向上させていることがわかる。 

また，生徒の文理選択希望においては，ＳＳＨ指定後初の卒業生であるＨ１８年度卒業生の理系希

望者が３８．７％だったのに対し，現在は６５％を超える高い水準を維持しており，ＳＳＨ事業の実

施により，生徒の理数系分野への興味関心が高くなっていると言える。 

なお，平成３０年度卒業生を対象として「ＳＳＨ事業に参加したことが大学等で役立っているか」

についての調査の結果を示す。 

・「講義・実験・実習」において役立っている：７１．２％ 

・「プレゼンテーション」において役立っている：６５．４％ 

・「レポート作成」において役立っている：５７．９％ 

「プレゼンテーション」においては，自由記述のなかで「役立った」という声が目立ったが，一方

で「班で実施したため，発表や発表資料作成への取り組みに個人差があった。」という声もあった。

この点において，今年度は全員で発表をするという指導を行った。また，これらは第３期ＳＳＨ事業

を体験した生徒の結果である。第４期では３年生が個人で論文作成を行っているため，「レポート作

成」の点において今後どのように変化するのか注視していきたい。 

 

② 高大接続プログラムの開発とポートフォリオの研究 

【高大接続研究会】 

本校は，山梨高大接続研究会に研究校として参加している。この研究会は，山梨県教育委員会，高

等学校，山梨大学からなる。高等学校は，本校をはじめ１１校が参加している。主な内容は以下の３

点である。 

・大学教育改革の取り組みについて，高校・大学関係者の理解の共有 

・大学入学までに身につける資質・能力に関する共通理解 

・その育成に必要な方法の開発と実践・高校・大学を通じた学習履歴のポートフォリオに蓄積する

方法，及び蓄積された履歴の活用法 
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今年度は全４回の研究会が開かれ，第１回の研究会において，本校はポートフォリオについて報告

した。 

【南高版ポートフォリオの運用】 

昨年から導入したバインダー式の本校オリジナ

ルポートフォリオを今年度も１年生全員に配布し

た。２年生全員には「フロンティア探究Ⅱ」に関

係するページを配布し，３年生には「フロンティ

ア探究Ⅲ」の年間計画や課題研究のまとめのペー

ジを新たに作成し配布して利用している。また，

３年間の学びの流れを概略できるページ(右図)も

加わり，今年度で「南高版ポートフォリオ」の基

本形が完成した。 

生徒は「フロンティア探究」の時間にポートフ

ォリオを持参し，実験の結果や取り組み内容を記

録するツールとして活用した。この活用により，

課題研究を含む「フロンティア探究」の学習履歴

が一冊で把握でき，自己の成長を実感することで

生徒のやる気にも結びついている。また，３年生の「フロンティア探究Ⅲ」では，ポートフォリオを

活用し課題研究の振り返りと論文作成を行い，さらに進路研究への接続を行った。 

以下に「本校教員意識調査」の結果を示す。 

・「生徒はルーブリックやポートフォリオなどを通じて，自己評価や課題研究の活動の蓄積を行っ

ている」 

平成２９年度：４９．０％ → 平成３０年度：８５．５％ → 令和元年度 ：８９．７％ 

・「生徒の取り組みが，進路選択につながるものとなっている」 

平成２９年度：７１．４％ → 平成３０年度：７８．０％ → 令和元年度 ：８９．７％ 

このように年々増加しており，課題研究を含む『フロンティア探究』の学習履歴をまとめることで，

生徒が自己の成長を実感できる仕組みを構築できつつあるとともに，教員にも浸透しつつある。 

【南高SSスタンダード評価方法の確立】 

今年度も年２回行うクラス内発表会時に，ルーブリックを用いた複数の教員による評価を行ってお

り，これにより生徒評価に対する教員の共通理解が得られている。また，教員も生徒の取組状況や進

捗状況を把握することができるとともに，課題点が明らかとなるため，適切なタイミングでの指導が

でき，生徒の探究活動の深化へと繋がっている。また，年度末の「フロンティア探究」の評価におい

ては，科目の達成度を３段階程度に評価し，２００字程度の記述表現で記録に残した。 

 

③ グローバルリーダーに必要なコミュニケーション力の育成 

【サイエンスイングリッシュ】 

オリジナルテキストを用いて，環境問題などをテーマや実験をもとに班ごとに英語で討論・発表さ

せる機会を設け，科学英語力の育成を図った。生徒対象アンケートにおいて８割以上の生徒が「英語

で論理的に他者に説明するスキルがついた」と回答しており，科学的思考力・英語でのプレゼンテー

ション力の向上につながっているといえる。 

【サイエンスダイアログ】 

日本で活躍している外国出身の研究者による，最新の研究や研究活動についての英語での講義を実

施した。グローバル化の時代における国際的な研究活動のあり方について学ばせている。 

【海外研修】 

アメリカ西海岸方面で毎年実施しており，現地の大学・研究機関・高校では，自分たちの準備した

プレゼンテーションを行い，また学生や研究者とのディスカッションを取り入れるなど，将来的な海

外での研究の可能性も視野に入れた研修となるよう努めている。この研修には３０名の募集に対し４

５名の生徒が応募しており，生徒の意欲の高さがうかがえる。 

教員の意識調査では「ＳＳＨの取り組みを通して，生徒の国際的な視野が広がっている。」と８７．

７％が回答している。１年生を対象とした生徒アンケート（１月）では，「英語の表現力やコミュニ

ケーション力は必要」と９３．６％が回答している。また様々な海外交流プログラムに今年度，８名

の生徒が応募するなど，グローバルリーダーに必要なコミュニケーション力が育成されつつあると考

えられる。 

 

ヴィジョンを持ってスタートし，課題研究に取り組みなが

ら進路実現に向かう３年間の学習過程を概観する。 
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【海外の高校との提携】 

課題であった海外の高校との提携については，オーストラリアを模索していたが実現が困難である

ため，現在タイのコンケン大学付属高校と交流に向けて準備を行っている。 

 

④ サイエンススペシャリストの育成プログラム 

サイエンススペシャリストの資質である高い科学的思考力と探究心の育成を目指して，自然科学系

の４つ部活動で組織されたサイエンスワークショップ（約８０名）が中心となって，国際科学グラン

プリや県内の研究発表会や全国レベルの研究発表会，コンテスト等への出場に向けて研究活動に取り

組んでいる。 

国際科学コンテストをはじめとする主な大会参加者は，平成２９年度９０名，平成３０年度１０９

名，令和元年度１３６名と年々増加しており，多くの生徒が各種大会に挑戦していることがわかる。 

科学コンテストに向けては「南高ＳＳアカデミー」の会員である研究者と学生の協力の元，１２月

と３月に「南高ＳＳゼミ」を開講し，指導を得る機会を設けた。その結果，今年度「科学の甲子園」

において県で優勝を果たし，全国大会への出場権を獲得した。主な大会成果は以下のとおりである。 

・物理チャレンジ：優良賞 

・化学グランプリ：銅賞 

・数学オリンピック：本選出場 

・情報オリンピック：本選出場 

・第４３回全国高等学校総合文化祭自然科学部門：出場 

・第９回科学の甲子園（山梨県大会）：総合１位（Ｃチーム），４位（Ｂチーム） 

・県自然科学研究発表大会：物質化学部が芸術文化祭賞受賞（令和２年度総文祭の出場権獲得） 

・日本学生科学賞県審査会：県教育長賞・県議会議長賞 

また，山梨県立科学館ボランティア（５月）に毎年，ワークショップの生徒が参加している。学園

祭では展示ブース等の設置や，サイエンスショー等を実施し，来校する児童・生徒に理科や数学のお

もしろさを伝えており，好評を得ている。さらに，物理宇宙部が出前授業で小学校に赴き，天体につ

いての授業を実施したほか，県私立幼稚園ＰＴＡ連合会主催の親子研修会で実験や体験を行った。１

月には県内の中学校・高等学校・大学の研究発表会である「サイエンスフェスタ」において，研究の

成果を発表した。これらの取り組みは，生徒の伝える力を伸長させている。 

➍関係資料参照 

（２）学校の研究体制について 

校務分掌としてＳＳＨ推進部を設置し，公民科・理科・英語科・芸術科教員・事務職員の９名から

なる組織を中心に，全職員がＳＳＨ事業に取り組む体制が整えられている。 

課題研究の指導は以下に示すとおりで，生徒の総合的な学力や探究活動への取り組み方等について，

情報の共有を図っている。 

「フロンティア探究Ⅰ」：各クラス正副担任と理科教員によるチームティーチング体制 

「フロンティア探究Ⅱ」：理系クラスは理科の教員，文系クラスは国語科・公民科・英語科・家庭

科・芸術科の教員によるチームティーチング体制 

「フロンティア探究Ⅲ」：各クラス正副担任（英語の論文要旨作成時には，英語科による指導が加

わる。） 

全教科の職員による「科学の世界」では，各教科を科学的にアプローチする手法を紹介するととも

に「相互授業参観」により授業方法等を共有し，職員の研修に役立てている。なお，ＳＳＨ事業に対

する保護者アンケートの結果は以下の通りである。 

「ＳＳＨの特色ある事業が推進され，学習への興味関心を高める指導が行われている」 

Ｈ２９年度７６．３％ → 平成３０年度７３．７％ → 令和元年度７９．２％ 

➍関係資料参照 

（３）教育課程の編成について 

① 学校設定科目「フロンティア探究」 課題研究の取り組み 

今年度より，全学年の生徒が学校設定科目「フロンティア探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の中で課題研究に取り

組むこととなり，全校体制で実施した。課題研究はグループ研究とし，主にチームティーチングで行

うが，いずれも生徒の主体的・自発的な取り組みを促している。外部に公開する研究発表会を実施し，

研究成果を発表する機会を設けている。取り組んだ課題について研究論文を作成し，３年間，継続的

に研究に取り組み，探究活動のプロセスを学んだことで，研究内容の着実な向上が見られる。 

また，大学の研究室や研究機関等と連携した分野別の講座「フロンティア講座」で得られた科学的

素養や思考力，研究や発表の手法等が探究活動の取り組みに活かされており，顕著な効果が見られる。 
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② 学校設定科目「ＳＳ科目」 

１年次に，普通科には「物理」「化学」「生物」の３つの基礎科目を，また理数科には基礎科目に

相当する「ＳＳ科目」を履修させている。早くから理科３分野を学習することで，理科に対する興味

・関心の向上を図り，自然現象に対し総合的にアプローチできる基礎的な学力を養っている。さらに，

２年次での文理選択や科目選択の参考にもなっている。 

 

 

⑤ 校内におけるＳＳＨの組織的推進体制 

（１）組織（第４期から「南高ＳＳアカデミー」「南高ＳＳゼミ」「山梨高大接続研究会」を加えている） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ＳＳＨ推進部 

○ 総務担当 

・文部科学省，県教育委員会，大学，企業，研究

機関との連絡調整 

・各教科，係，学年との連絡調整 

・他の指定校との連絡調整 

・ＰＴＡ，同窓会との連絡調整 

・経理(出納管理執行，予算書作成，収支決算書

作成) 

○ 教育課程担当 

・学校設定科目の運営 

・ＳＳＨ教育課程の作成 

・授業改善の企画，提案，実践，公開 

○ 評価研究担当 

・授業および研究結果の評価法の研究開発 

・他校の実践例の情報収集 

・アンケート･各種調査の作成，実施，結果分析 

・研究報告書の企画，作成 

○ 連携推進担当 

・大学･企業･研究機関との連携の在り方の研究 

・具体的な連携の提案，実施 

○ 活動推進担当 

・特別講演会の企画運営 

・サイエンスワークショップの活動推進計画，活

動援助 

・長期休業中等の各講座の企画運営 

○ 施設整備担当 

・研究開発や実践に必要な施設，設備，備品の取

りまとめ 

・物品選定 

○ 広報担当 

・生徒，保護者，中学校，地域への広報 

・ホームページの更新，管理 

・ＳＳＨ通信の発行 
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⑥ 成果の発信・普及 
・「理数系教育地域連絡協議会」の加盟校との連携を密にし，サイエンスワークショップの生徒による

「出前授業」や「フロンティア講座(ロボット・電子顕微鏡・ＤＮＡ・ワイン・プログラミング講座)」

の５講座を地域の小中高校生や教員に公開していく。また，理数科の事業と連携しながら，地域の小

学生を対象に，長期休業等を利用した自由研究相談会や理科・数学の学習指導も引き続き行っていき

たい。 

・本校学園祭での体験実験コーナーの設置や展示，県立科学館のボランティアクルーとしての活動，山

梨県内の中学校・高校・大学による「山梨県サイエンスフェスタ」や「ガールズサイエンスcafe＠山

梨（課題研究発表会)」等に参加し，研究成果の普及を図りたい。 

・ポートフォリオについては，今後も継続的な研究が必要となる。南高版ポートフォリオ(Frontier 

Discovery)の情報を積極的に各種研究会や学校訪問等で発信し，完成度を高めたい。 

・これまでのＳＳＨ事業で開発したオリジナルテキスト・ルーブリック・ＳＳＨ通信等を成果物として

公開する。さらにＨＰを随時更新し，新たな探究活動の成果や活動の経過を含めた情報を発信してい

きたい。 

 

⑦ 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性 

（１） 「南高ＳＳアカデミー」を活用した主体的・協働的課題研究プログラム「フロンティア探究」の開発 

本校学校設定科目「フロンティア探究」は，令和元年度入学生より「総合的な探究の時間」の内容を

取り入れて実践している。 

今年度は３年生全員が論文作成を行う『フロンティア探究Ⅲ』を開始し，全校生徒が３年間，主体的，

協働的に課題研究に取り組むプログラムである『フロンティア探究』が完成した。今後「フロンティア

探究」における課題研究の深化を目指して，以下の点において改善していく。 

・教員の課題研究におけるファシリテーター力向上のための研修会や，ポートフォリオの活用につ

いての説明会を実施する。 

・文系，理系の生徒が互いの研究手法や探究の観点について情報交換する機会を設け，文理が融合

した共同研究の可能性を探っていく。 

・クラス替えのない理数科や普通科を対象に，「フロンティア探究Ⅰ」・「フロンティア探究Ⅱ」

の継続研究を検討していく。 

・「南高ＳＳアカデミー」のメンバーに夏季休業中の「フロンティア探究Ⅰ」の基礎講座だけでは

なく，「フロンティア探究Ⅱ」の通常活動への指導の可能性を検討する。 

・課題研究テーマのデータベースには数百件を越える研究データが蓄積されており，より検索しや

すいシステムの再構築を検討していく。 
 

（２） 高大接続プログラムの開発とポートフォリオの研究 

【高大接続研究会について】 

高大接続研究会において，大学教育改革の取り組みについての情報共有や，大学教育を受ける際に身

につけるべき資質・能力についての理解の共有と，その育成に必要な方法の協力開発や実践，学習履歴

のポートフォリオを蓄積する方法,及び活用方法について引き続き研究していく。 

 

【ポートフォリオ研究について】 

令和元年度版ポートフォリオは，昨年度の１年生の「フロンティア探究Ⅰ」，２年生の「フロンティ

ア探究Ⅱ」に，新たに２年生文系課題研究における調査活動方法や手順に関するページ・３年生の「フ

ロンティア探究Ⅲ」の年間計画及びまとめの手順に関わるページ・３年間の学びの流れや目標を概略で

きるページを加え，南高版ポートフォリオ(Frontier Discovery)の標準形として完成した。 

今後は，課題研究を円滑に進めていくうえでのポートフォリオの改良に加え，以下の点において改善

していく。 

・ポートフォリオに取り組む前の目標設定や，課題研究の仮説を設定する時間が十分ではない。こ

れらの時間を確保できるよう計画する。 

・各自のポートフォリオについて，生徒間相互評価を行う機会を設ける。 

・本校ポートフォリオが大学入学試験時の出願資料として有効に機能するよう，高大接続研究会や

各大学からの情報等をもとに，内容と活用方法について検討する。 

・南高版ポートフォリオ(Frontier Discovery)は，次年度からスタートする「キャリア・パスポート」

としての視点も持ち合わせているため，その点にも留意しながら活用方法について検討していく。 
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（３） グローバルリーダーに必要なコミュニケーション力の育成 

本校オリジナルテキストを用いた「サイエンスイングリッシュ」，日本で活躍する海外出身の研究者

による「サイエンスダイアログ」の活用，アメリカ海外研修に引き続き取り組み，生徒のコミュニケー

ション力，国際性と幅広い視野の育成を行っていく。また，より実践的なコミュニケーション力を身に

つけるために，海外の高校との交流を行っていきたい。現在，タイのコンケン大学付属高校との研究交

流を準備しており，インターネットを通じた交流から開始していきたいと考えている。両校にとってよ

りよいプログラムとなるよう検討していく必要がある。 

また，探究活動の成果を伝えるためのコミュニケーション力についても，外部の発表会等に積極的に

参加する機会を設け，実践的な力を育てたい。 

 

（４） サイエンススペシャリストの育成プログラム 

自然科学系クラブ活動のサイエンスワークショップでは，３年間という継続的でより深い探究活動を

行っているほか，地域の小学校での出前講座や県立科学館でのボランティア活動も実施しており，これ

らを通して研究や発表のスキル等のサイエンススペシャリストとしての資質を養っている。今後もこの

取り組みを継続させるとともに，「南高ＳＳゼミ」の実施や外部機関の協力を得ながら発展させていき

たい。 

また，「南高ＳＳゼミ」を活用した科学コンテスト出場者の指導についても，今後も継続実施してい

くことで全国大会の経験を系統的に伝授するとともに，更なるレベル向上と，サイエンススペシャリス

トとしての資質の育成を図っていきたい。 

 

➍ 関係資料 
【 運営指導委員会 】 

山梨県立甲府南高等学校ＳＳＨ運営指導委員 

 氏 名 所    属 

委員長  山本 隆司  東京農工大学名誉教授       

副委員長  功刀  能文  功刀技術士事務所所長 山梨科学アカデミー理事 

  佐藤 寛之  山梨大学大学院教育研究科教育専攻 准教授  

  笹本 憲男  健康科学大学 総長  

  北野 芳仁  甲府地方気象台 調査官  

  齋藤 哲治  大進自動車工業 社長 

 

■第１回運営指導委員会（H31.5.30） 

第１回運営指導委員会議事録   記録：古屋恵 

出席者： 井上(校長) 早川（教頭）古屋は(教頭) 藤川(SSH主任) 古屋恵(SSH担当) 

     古屋(県教育委員会)  内藤(県教育委員会) 

     山本(運営指導委員会委員長) 北野(運営指導委員会委員) 齋藤(運営指導委員会委員) 

議 事 

(1)会長挨拶 

山本：新大学入試制度改革，高大接続をはじめ，重要な国の教育制度であるＳＳＨ事業でいろいろと

協力していきたい。 

(2)質疑応答 

藤川：Ｆ探Ⅰでは，昨年度の課題をふまえて，分野を広げて考えられるようにしていきたい。 

：新しく始まったＦ探Ⅲでは，個々に英文の論文に取り組んでもらう。 

：ポートフォリオは現在，１・２年生のものしかないので，３年生まで使用できるものを作成し

ていく。また受験に際し，本校独自ポートフォリオの再構築をどのようにしていくか，山梨大

学との高大接続連携を通じて進めていきたい。 

（質問等は特になし） 

藤川：昨年度より１５０万円の削減。研究消耗品費を１班当たり５０００円から３０００円に，バス

借り上げ費など，大きな削減を行ったが，事業では特に問題はなく進められている。 

山本：今から高大接続が非常に重要となっている。入試改革の目的は，十分な知識と技能を育み，こ

れらを活用して答えのない問題に答えを出す思考力・判断力・表現力等の能力を養うと共に，

主体性を持って，多様な人々と共同して学ぶ態度を身に着けることである。資料にあるカリキ

ュラムデザインのための概念と，「学力の三要素」の重なり等を授業の中でもぜひ付与してい
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ただきたい。 

(3)今後の予定について 

   

■第２回運営指導委員会（R2.1.10）  

第２回運営指導委員会議事録   記録：安食 

出席者： 井上(校長) 早川（教頭）古屋は(教頭) 藤川(SSH主任) 安食(SSH担当) 

     山本(運営指導委員会委員長) 功刀(運営指導委員会副委員長)   

     佐藤(運営指導委員会委員) 北野(運営指導委員会委員)      

議 事 

(1)中間評価について 

藤川：課題研究について深化させるには，どうしたらいいか。 

：データーベースを公開する気はないのか。 

：すべての教員がおこなう「科学の世界」は，教員の負担はないか。 という質問があった。 

北野：データーベースは高校にあるのか。どういうものなのか。 

早川：学校内で情報共有している。 

山本：教員の負担と言っているが，負担を軽減させることを考えて言っているのか。 

全体の印象は，予算の割には先生方の負担の大きさを感じている。日本の教育界に負担感が

あり，ＳＳＨ活動を行っていると日本の受験に有利に関係していれば，現場の先生方の負担

軽減や，指導のやりがいにつながる気がする。 

(2)タイのコンケン大学付属高校との提携プログラム 

校長：向こう側の反応は，ぜひ本校を受け入れたい好意的な印象だった。インターネットを通じた

交流活動をまず行っていきたい。 

：本校が第５期に採択されたら，本格的な交流をしたい。 

山本：コンケン大学は，海外ではあまり知られていないが，アジア圏では名だたる有名な大学であ

る。将来性が非常に高い。 

(3)その他 

藤川：今年度の海外研修は，ＮＡＳＡジェット推進研究所に訪問できることとなった。 

：「第９回科学の甲子園」の全国大会への出場が決定した。 

：ワークショップの活動が評価され，各種大会で賞をもらった。 

山本：部活動の受賞を，さらにいろいろな場面でお知らせすると良いのでは。 

功刀：全国レベルの表彰なのか県内の表彰なのか，そのレベルを教えて欲しい。 

山本：簡単な一覧表をこの場だけで見られるように，評価の一覧が欲しい。欲を言うと賞をもらっ

た生徒が，卒業後どのような進路をたどっているかわかると良い。 

校長：受賞の一覧については，３月の報告書に載せたいと考えている。 

佐藤：「課題研究」は大学に入っても役立つ形で持っていくのか。 

校長：文系の生徒もＳＳＨで学んだことが，大学に入ってからも役立ってくる。 

北野：評価者について，地学がないがどうしてか。 

校長：教員数が足りないので，地学の教科が無い。 

北野：地学を教えている学校はあるか。 

校長：山梨県には地学の教員が少ない。 

佐藤：東京の私学では，文系対象に地学の授業がある。 

北野：山梨の土地，環境を生かして地学は実生活に結びついているので，生徒にも学び甲斐がある

のではないか。 

山本：２月１３日の研究発表会で生徒の発表の仕方に，指導があってもいいのではないか。 

藤川：実際に，発表練習はしている。 

山本・功刀：発表の全体の流れをしっかり作る必要がある。最初に定義をしないで後で定義をして

くることがあるので，振り返らないと途中で分かりにくくなる。そこを注意する必要

がある。定義→考察→決果等順を追って発表ができるように指導していく必要がある

と感じる。 

 

 

■第３回運営指導委員会（R2.2.13） 

第３回運営指導委員会議事録   記録：雨宮 

出席者：井上(校長) 早川（教頭）古屋は(教頭) 藤川(SSH主任) 雨宮(SSH担当) 
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     石井（山梨県高校教育課） 

山本(運営指導委員会委員長) 功刀(運営指導委員会副委員長) 

     佐藤(運営指導委員会委員) 北野(運営指導委員会委員) 

 

校長：１年間，運営指導委員をありがとうございました。 

来月，アメリカへの海外研修を予定している。 

タイのコンケン大学付属高校とメールのやり取りをしている。 

議 事 

(1)本日の研究発表会について 

功刀：口頭発表のプレゼンテーションは良いが，スクリーンの使い方や研究目的と結論の関係が曖昧

なグループがあった。 

山本：生徒たちが実際に調査しているのは良い。先行研究を追跡し，新たな疑問を見つけているがい

ま一歩もの足りないグループもあった。メモを見ないで発表して欲しい。 

佐藤：生徒の発表をどうやって，どこまで評価するのか？１年生は中間発表をすべきである。同じテ

ーマで研究しているグループごとでクラスを取り外して発表する機会を持つともっと深まる

のでは？ 

齋藤：課題が解決されていないまま終わっているグループもあった。１年次でうまくいかなかった内

容は，２年次に継続させたら良いのでは？ 

北野：ポスター発表は，同じ形式のマニュアル化された発表が多く，柔軟な形式の発表もあっても良

いのでは。 

石井：文系の発表では，根拠を示す取り組みが欲しい。探究活動を深めるための先生方の育成の仕方

を考えるべきでは？ 

(2) 今年度の取り組みについて 

藤川：生徒の今年度の活動実積の資料を配布した。 

(3) 来年度にむけて 

校長：本校の受け入れ体制が整えば，コンケン大学付属高校の受け入れを考えていきたい。校内研修

を通して，本校教員の指導力の向上を各教科で目指したい。 

佐藤：課題研究におけるファシリテーション力をアップさせるのに「南高アカデミー」をうまく利用

したら良いのでは？（功刀：上智大学の栗原教授の投稿を紹介） 

 
 
【 各種調査結果 】 
資料１ ＳＳＨ事業意識アンケート(令和元年度実施)【令和元年度 1年次対象】 
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資料２ 進路希望調査 【各年度１年次対象】文理選択希望調査より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 保護者アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 卒業生アンケート 【平成３０年度卒業生対象】 理系進学決定者の約６割より回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問】ＳＳＨ事業を体験して，良かった点や改善した方が良いと思った点を自由に書いて下さい。 

＜良かった点＞ 

 他の高校と比べ，理数系科目を深く学んでいたおかげで，大学の講義の内容をスムーズに理解でき

た場面があった。またレポートを書く経験がＳＳＨによって増えたこともよかった。 

 授業での豊富な実験と１年間の課題研究は，意外と大学の研究に通じることをやってくれているん

だということを大学に来て実感した。ＳＳＨで理学の考え方の素地を作れたのは本当にありがたい。 

＜改善点＞ 

 １年生のＳＥは，やや高度な難易度であると感じましたが，大学進学後に役立つことが多々ありま

す。科学系の英語に触れる機会が２・３年の時にもあると良いのではないかと感じます。 

 プレゼンテーションやレポート作成は大学等でも役立つので，もう少し増やしてもいいと思います。 

 本来，高等学校で学習する内容ではないことを様々な形で学ぶということは，非常に楽しく毎回興

味を惹かれるものでした。しかし普段の学習内容とかけ離れすぎていて全く頭に入ってこないもの

もありました。高等学校での学習がつながっていると実感できるような事業がより多くなれば，多

くの生徒のさらに学びたいという意欲を引き出せるのではないかと感じました。 

 

【問】ＳＳＨに参加したことが，大学等で役立っていますか。 【問】役立ったと思うＳＳＨ事業(複

数回答) 

【問】ＳＳＨの特色ある事業が推進され，

学習への興味関心を高める指導が

行われていると思いますか。 
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資料５ 本校教員意識調査（令和元年度） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料６ 国立大学理系推薦ＡＯ合格者数      資料７ 主な科学系大会参加人数 

【主な大学】東北大・名古屋大・筑波大・ 

電気通信大学・山梨大学 等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22221211-2030

H…
22221211-2030

H…

22221211-2030

H…
22221211-2030

H…

【問】生徒はグループのメンバーと協力して，

課題研究に取り組んでいる。 

【問】生徒は課題研究の成果を，わかりやす

く発表できるように努めている。 

【問】SSH の取り組みを通して，生徒の国際的な

視野が広がっている。 

 

【問】SSH 研究発表会に向けた活動が，生徒のコミ

ュニケーション力やプレゼン力の向上に生か

されている。 

【問】生徒の取り組みが，進路選択につながる

ものとなっている。 

【問】生徒はルーブリックやポートフォリオなどを

通して，自己評価や活動の蓄積を行っている。 
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【 教育課程上に位置づけた課題研究テーマ一覧 】 

実施した教科・科目名   １年普通科・理数科 「フロンティア探究Ⅰ」 

 研究テーマ 研究内容 

物 

理 

振り子の研究 おもりの質量，糸の長さ，触れる角度などを変化させた時，振り子が 1往復す

るのにかかる時間（周期）がどのように変化するかを測定し，振り子の持つ性

質を見つけ出す。 

変形振り子や長く振れ続ける振り子など様々な振り子を作りその特徴を観察

する。 

摩擦力の研究 摩擦力の大きさはどんな条件で変化するのか。物体の種類や組み合わせ，形や

質量，接触面の面積や状態の違いによって摩擦力の大きさはどう変化するのか

観察する。 

輪ゴムの弾性の研究 輪ゴムはフックの法則が成り立っているのか。また，輪ゴムの組み合わせを変

えることにより輪ゴムの復元力はどのように変化するか。 

化 

学 

酸っぱい物質の濃度と

pH の測定 

身のまわりの酸味などがある物質について，中和滴定を用いて酸の濃度を測定

し，pHとの関係を考察する。 

反応速度と濃度・温度の

関係 

物質の濃度，温度によって反応速度はどのように異なるか。 

＊過マンガン酸カリウムとシュウ酸の反応 ＊時計反応 

塩っぱい物質の塩分濃

度の測定 

身のまわりの食品などに塩分がどの程度含まれているか，モール法を用いて測

定する。 

生 

物 

光合成色素が吸収する

光の波長について 

身の回りの様々な植物から光合成色素を抽出し，光合成色素が吸収する光の波

長を調べる。また，植物ごとに違いがあるのかを比較・考察する。 

糖の種類と酵母のアル

コール発酵の関係 

様々な糖を用いて酵母にアルコール発酵を行わせる。糖の違いによってアルコ

ール発酵の進行に違いがあるのかを比較・考察する。 

土壌中の微生物の調査 土壌中には有機物を分解する微生物が生息している。様々な環境の土壌中に生

息している細菌の量について土壌による違いがあるのかを比較・考察する。 

 

実施した教科・科目名  ２年普通科・理数科「フロンティア探究Ⅱ」 

［化学分野］ 

発泡スチロールの溶解 様々な有機溶媒に発泡スチロールを溶解させる実験を行い，環境に良い発泡ス

チロールの処理方法を検証する。 

スライムの活用 スライムの濃度や量の違いにより，温度や電圧にどのような変化が生じるのか

検証する。スライムの新しい実用例の可能性を探る。 

バイオプラスチックをつ

くろう！ 

様々な乳製品からバイオプラスチックを作り，その性能を検証する。 

リバーシブルチョークの

作製 

チョークの粉を再利用し，チョークを作製する継続研究。２色(白とオレンジ)

チョークを作製したい。 

アルギン酸膜の水質浄化

効果 

水質浄化効果のある物質で，自身が水質汚染の原因となり得る物質をアルギン

酸ゲル膜に包括固定した時の効果と実用性を考察する。 

シャボン玉と強度の関係 種類の異なる糖を添加した溶液を作り，糖の種類とシャボン玉の強度の関係を

考察する。 

炭で作る二次電池 食塩水と炭を用いて二次電池を作製し，電極や電解質溶液など様々な条件下で

実験を行い，その性能を比較検証する。 

フェノールフタレイン溶

液の変色域について 

様々な pHの溶液を放置して，フェノールフタレイン溶液の変色域外での変化を

観察し，その要因を探る。 

液体による表面張力の変

化 

密度の異なる液体を用いて，様々な条件における液体の表面張力の変化を検証

する。 

のりの力 日常生活でよく使用されているのりの粘着力について，様々な観点から実験を

行い，実証する。 

Hand Cream ～冬を乗り越

える～ 

ヒトの皮膚に見立てたものに，油脂やシアバター，みつろうなど，ハンドクリ

ームに用いられる材料を塗布し，その保湿力を検証する。 

溶けにくいチョコレート 暑い夏でも溶けにくく，おいしく食べられるチョコレートの作製に挑戦する。

チョコレートの作製工程や添加する材料による影響を考察する。 

［物理分野］ 

紙の摩擦力 紙と紙を重ね合わせて引っ張ったときに生じる摩擦力の大きさを実験により検

証する。様々な要素と摩擦力の関係性を考察する。 
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ペットボトルロケットの

飛距離への挑戦 

ペットボトルロケットにおける羽の形状，水の量，先端の重りの重さを変えて，

どのように飛距離が変化するか検証する。 

音を「見える」化する クラドニ図形を用いて，振動を可視化するのに最も適した条件(振動板と粒子)

を追究する。騒音問題や建設物の設計に役立てられるか可能性を考察する。 

模型飛行機の滞空時間 翼の断面の形によって，模型飛行機の滞空時間と飛行時の軌道がどのように変

化するのかを調べ，飛行に最適な翼の断面の形状を探る。 

流体の状態における抗力

の定義 

水を流した管の中に金属球を落とし，流体の状態を変えたときの落下距離と効

力の関係から，流体の状態における抗力の定義を求める。 

ボールの回転 直球・変化球など様々な球種の原理を実験により検証する。実際の投球に活か

したい。 

光の波長と太陽光電池 光の色を変え，太陽光パネルに当て，光の波長と太陽光発電の発電量の関係を

調べ考察する。 

低コストで作りたかった

目玉焼き 

自作したソーラークッカーを用いて，水の熱量を測定し，最も熱効率の良い角

度を求める。ソーラークッカーで目玉焼きを作りたい。 

バスケットボールのシュ

ート軌道 

バスケットボールのシュートの軌道を撮影し，その映像と理論から，角度とい

う観点で理想的なシュートはどのようなものか求め，実践する。 

砂防堰堤 性能比較の研

究 

砂防堰堤と河川の模型を作製し，土砂をどの程度せき止めることができるか計

測実験を行う。砂防堰堤の形状と設置するのに適した河川との関係を考察する。 

建造物における筋交いの

有用性 

構造物内に存在する三角形と筋交いの本数が構造の強度にどれくらい影響する

かを比較し，構造と強度の法則性を考察する。 

トンネルと照明 対称照明方式のトンネル模型を作成し，トンネルに用いられる照明の色や塵が

もたらす照度の変化と視程への影響を，総合的に考察する。 

より強いパスタブリッジ パスタを用いて製作した橋の基本構造の強度を様々な条件下で測定する。基本

構造を組み合わせた耐久性の高いパスタブリッジの製作を目指す。 

ブーメランの軌道 羽の長さなどを変えることで，ブーメランの軌道がどう変化するのかを実験す

る。抗力の大きさとブーメランの軌道の関係を考察する。 

太陽光パネルと電気量 太陽光電池を用いて，電気量を測定し，太陽光電池の性能を検証する。 

 

交流電流を作る 直流電流を交流に変換する装置を作成し，その変換効率を調べる。最も効率が

良くなる条件を探る。 

衝撃耐性 卵が落下の衝撃に耐えることのできる容器を作製し落下実験を行う。その構造

と吸収する衝撃の大きさの関係を考察する。 

廃熱で発電 ペルチェ素子とテスターを用いて，人の体温と外気との温度差によってどのく

らい発電できるのかを調べる。時計などへの実用化の可能性を探る。 

［情報分野］ 

３Ｄ空間の作製に挑戦 C 言語を使って，3D 空間を作成する。一目で３次元中にものがあると分かる画

像やアニメーションを自作プログラムによって作成したい。 

能力を 100％発揮する方法 グループをＡ・Ｂに分け，Ａには報酬を提示し，Ｂには問題正答率を教える。

両グループに同じ問題を解答させ，その正答率を比較・考察する。 

人工知能の歩行 人工知能の強化学習により，プログラミングされたデータを用いて仮想空間に

再現した環境にどのように対応するのか調査・観察する。 

［生物分野］ 

環境の変化による酵母の

性質への影響 

ドライイーストを使用し，温度変化と紫外線の照射実験を行い，環境の変化に

よる酵母の発酵能力の変化を調査する。 

落ち葉でバイオエネルギ

ー！！ 

落ち葉のセルロースを利用してアルコール発酵を行い，発酵量の違いから，バ

イオエネルギーとしての有用性を評価する。 

アミラーゼと生物の関係

性 

デンプンを動物・植物のアミラーゼが分解し生じる糖について，クロマトグラ

フィ法を使って明らかにする。 

太陽光による植物の成長 ハツカダイコンとカイワレダイコンをそれぞれ条件を変えて育て，その重さ(乾

燥重量)に着目し，植物の成長における太陽光の必要性を検証する。 

果物の糖の変化 果物に含まれる糖が保存期間によってどのように変化するのか，キウイとブド

ウを用いて検証する。 

木の食料化を目指す セルラーゼの活性に対する最適な条件を求め，木本を糖に分解することが可能

か確かめる。人間が木から養分を摂取することを可能にする道を広げる。 

肉の柔らかさの変化 様々な果物に含まれる有機酸が肉に与える影響を実験により検証する。肉の柔

らかさと果物の種類との関係を考察する。 
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酸化チタンの光触媒効果

について 

酸化チタンは，近年その有用性から様々な分野で活用されている。酸化チタン

の光触媒作用と抗菌性について検証・考察する。 

黄色の色素 どのような果実に黄色の色素が含まれているのか，クロマトグラフィにより色

素を分離し，Rf 値を求め色素の特定を試みる。 

日焼け止めと紫外線 日焼け止めの効果について，ＳＰＦ(日焼けの進行遅延度)と含有成分の違いに

よって防がれる紫外線の量に違いがあるのか検証し，その関係性を考察する。 

環境にやさしい洗剤を作

ろう 

自然由来の洗剤と市販の洗剤を用いて，洗浄の効果と生物の影響との関係を考

察する。 

［産業分野］ 

山梨の水のブランド力を

高める 

高校生の視点で，山梨の水の魅力を探り，山梨の水のブランド力を高めるため

のロゴマークを作成・提案する。 

和紙でワシワシワークシ

ョップ 

山梨県の伝統工芸品である和紙を用いたワークショップを企画・実施し，これ

からの福祉業界や伝統的な産業に何が必要なのかを考える。 

温泉で welcome 温泉を用いた山梨県の関係人口の創出について，温泉ソムリエ，温泉ツーリズ

ム，テレワークの３つの観点から調査し，考察する。 

山梨の伝統工芸品を海外

に広める 

山梨の魅力を，伝統工芸品から海外に広めたい。各国の方々にアンケートを実

施し，分析した結果を活かして，実際に行った広報活動について報告する。 

ワインが与える健康利点 山梨が誇る産業である「ワイン」について，健康利点の観点から調査する。ワ

インの魅力を伝えるためのパンフレットを作成する。 

未来に繋ぐ水 『育水』とは？その考えを広めるために『育水』に関するパンフレットを作成

し，子供たちに向けて行った啓蒙活動について報告する。 

山梨県の外国人観光客を

増やそう 

山梨県に外国人観光客をより増やすために，実際に観光客や山梨に住む外国人

にインタビューし，おすすめの観光スポットのマップを作製する。 

山梨の旅行者数を増やす

には？ 

国内外からの観光客を増やすにはどうしたらよいか。山梨の魅力を知ってもら

う企画や場所を考え，提案する。 

［社会分野］ 

リニアで山梨はどう変わ

るのか 

山梨にリニアが開通することで，身近にはどのような変化が起こるのだろう。

高校生の視点でわかりやすくまとめたパンフレットを制作し発表する。 

山梨の子育て支援と少子

化対策 

育児に携わる様々な立場(行政・保健師・幼稚園・保護者等)の方々から伺った

意見を踏まえて，高校生の立場からプロジェクトを提案する。 

高齢者ドライバーの実態

と今後の対策について 

アンケートや南甲府警察署での聞き取り調査で得た結果を中心に，今後の課題

と改善策を考える。 

ポイ捨てを減らすために SDGｓの 12 番目「つくる責任，つかう責任」に着目し，ものを使う側である私

たち消費者が，持続可能な流れを促す正しいゴミの捨て方ができるのか考える。 

農業 進化の兆し 農業の魅力，農業の「いま」を様々な視点で捉え，次世代の農業従事者を増や

すための提案を行う。 

甲府の魅力で人口減少対

策 

空き家の活用を通して，甲府の新しい街の魅力を発信したい。様々な取材を通

し，人口減少対策を考える。 

山梨の危険 あなたは知っ

ていますか 

自然災害時ではどのようなことが予測されるのか。地域防災力を高めるために

何が必要なのか，様々な立場の方への取材を行い，研究・提案する。 

高校生が考える甲府市の

経済 

甲府市の財政状況を学び，高校生の立場から経済の発展の方法を模索する。 

食品ロスについて 日本は多くの食材を輸入に頼っているのにも関わらず，食品ロスが非常に多い。

どのような意識改革や手立てが必要なのか，身近な地域に着目し研究する。 

 

 



生徒数
675

国 語 総 合 4 5 5 5 5 5

現 代 文 Ａ 2
現 代 文 Ｂ 4 2 2 2 3 (2) 2 (1) 2 (1) 4 3 3

古 典 Ａ 2
古 典 Ｂ 4 3 3 3 4 (3) 3 (2) 3 (2) 6 5 5

* 国 語 探 究 1 (1) 0,1

世 界 史 Ａ 2 2 2 2 2 2

世 界 史 Ｂ 4 5 4 (3) 4 (3) 4 (3) 0,8 0,3

日 本 史 Ａ 2 2 3 2 2 0,3 0,2

日 本 史 Ｂ 4 5 4 (3) 5 (4) 4 (3) 4 (3) 0,8 0,4 0,3

地 理 Ａ 2 3 2 0,3 0,2

地 理 Ｂ 4 5 (4) 4 (3) 0,4 0,3

*世界史総合 3 0,3

* 地 歴 探 究 1 (1) 0,1

現 代 社 会 2 2 2 2 2 2 2

倫 理 2
政 治 ・ 経 済 2
* 公 民 探 究 4 (3) 5 (4) 4 (3) 3 0,4 0,3

数 学 Ⅰ 3 3 3 3

数 学 Ⅱ 4 1 4 3 5 4

数 学 Ⅲ 5 6 (5) 0,5

数 学 Ａ 2 2 2 2

数 学 Ｂ 2 2 2 2 2

数 学 活 用 2
*数学探究Ⅰ 2 2

*数学探究Ⅱ 1 (1) 0,1

* 数 学 開 拓 5 (4) 7 (6) 0,4 0,6

科学と人間生活 2
物 理 基 礎 2 2 3 2 2 3

物 理 4 3 4 (3) 0,6

化 学 基 礎 2 2 2 2 2 2

化 学 4 3 4 (3) 6

生 物 基 礎 2 2 3 2 2 3

生 物 4 3 4 (3) 0,6

地 学 基 礎 2
地 学 4
＊ 理 科 探 究 3 4 (3) 3,6

体 育 ７～8 3 3 2 2 2 2 (2) 2 (2) 2 (2) 7 7 7

保 健 2 1 1 1 1 1 2 2 2

音 楽 Ⅰ 2 2 2 0,2 0,2 0,2

音 楽 Ⅱ 2
音 楽 Ⅲ 2
美 術 Ⅰ 2 2 2 0,2 0,2 0,2

美 術 Ⅱ 2
美 術 Ⅲ 2
書 道 Ⅰ 2 2 2 0,2 0,2 0,2

書 道 Ⅱ 2
書 道 Ⅲ 2
＊ 芸 術 探 究 5 (4) 0,4

コ ミ ュ 英 語 Ⅰ 3 4 4 4 4 4

コ ミ ュ 英 語 Ⅱ 4 4 4 4 4 4 4

コ ミ ュ 英 語 Ⅲ 4 4 (3) 4 (3) 4 (3) 3 3 3

英 語 表 現 Ⅱ 4 2 2 2 3 (2) 2 (1) 2 (1) 4 3 3

*ｻｲｴﾝｽｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ 2 2 2 2 2 2

家 庭 基 礎 2 2 2 2 2 2

フ ー ド デ ザ イ ン 2～6 4 (3) 0,3

子どもの発達と保育 2～6 4 (3) 0,3

社 会 と 情 報 2
情 報 の 科 学 2
*SS 数 学 Ⅰ 6 6 6

*SS 数 学 Ⅱ 8 4 5 (4) 8

*SS 数 学 特 論 6 3 2 (1) 3,4

*SS 物 理 6 3 4 (3) 0,6

*SS 化 学 6 2 3 (2) 2 (2) 4,6

*SS 生 物 6 3 4 (3) 0,6

*SS 理 科 探 究 2 (1) 0,1

*SS 課 題 研 究 2 0

* フ ロ ン テ ィ ア 探 究 Ⅰ 2 2 ★ 2 ★ 2 2 2

* フ ロ ン テ ィ ア 探 究 Ⅱ 2 2 2 3 ★ 2 2 3

* フ ロ ン テ ィ ア 探 究 Ⅲ 1 1 (1) 1 (1) 1 (1) 1 1 1

3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 1 1 1 1 1 1 (1) 1 (1) 1 (1) 3 3 3

(27) 35 (27) (26) 98 98 98

平成２９・３０・令和元年度入学生
学級数

15+3(理数ク)

令和元年度　教育課程表 山梨県立甲府南高等学校　全

理数クラス
文系科目

標
準
単
位
数

１年 ２年 ３年

理系 文系 理系
普通

理数
クラス

単位数 授業時数（認定単位数）

普通
理数 クラス

普通

理系 理数ｸﾗｽ

国
語

地
歴

単位数 単位数 単位数 単位数

卒業までの合計単位数

公
民

数
学

理
科

保体

芸
術

文系授業時数（認定単位数）

35

家
庭

情
報

S
S

Ｌ 　Ｈ　 Ｒ
36

総合的な学習の時間

総合的な探究の時間

外
国
語

学科・コース・類型

普通科

35

備考

・週当たりの授業時数：３５コマ（認定単位数は１年：３６単位、２年３５／３６単位、３年２６／２７単位）　１単位時間４５分
・３年次の表記は、週当たりの授業時数（修得単位数）を意味している　　・＊印は学校設定科目を表す
・普通科普通クラスの数学については以下の通りである
　　１年は６単位で運用し、２月から数学Ⅱを履修する　　　２年理系は７単位で運用し、数Ⅱ、数Ｂ、数探Ⅰの順に履修する　　　３年理系は７単位で運用し、数探Ⅱ、数Ⅲの順に履修する
・以下スーパーサイエンスハイスクール指定に伴う内容
　「ＳＳ」は学校設定教科「スーパーサイエンス」の略称である
　★「フロンティア探究Ⅰ」および理数クラスの「フロンティア探究Ⅱ」のうち１単位分は特定の期間に行う
　「英語表現Ⅰ」(２単位)は「ｻｲｴﾝｽｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ」(２単位)にて代替えとする
　「情報の科学」は「フロンティア探究Ⅰ・Ⅱ」の１単位にて代替えとする
　「総合的な探究の時間」は「フロンティア探究Ⅰ」の１単位で、「総合的な学習の時間」は「フロンティア探究Ⅱ，Ⅲ」の各１単位で代替えとする
　理数クラスについて、SSを付した科目の実施により(　)内の科目の履修が免除されている。SS数学Ⅰ(数学Ⅰ、数学Ａ)、SS数学Ⅱ（数学Ⅱ、数学Ｂ、数学Ⅲ）、SS数学特論(数学Ⅲ)
　SS物理(物理)、SS化学（化学）、SS生物（生物）
・平成３０年度入学生より、２年次の「世界史探究」の科目名を「世界史総合」に変更する

36 35 35 36



生徒数
120

国 語 総 合 4 5
現 代 文 Ａ 2
現 代 文 Ｂ 4 2 2 (1)

古 典 Ａ 2
古 典 Ｂ 4 3 3 (2)

* 国 語 探 究 1 (1)

世 界 史 Ａ 2 2
世 界 史 Ｂ 4 4 (3) 4 (3)

日 本 史 Ａ 2 2
日 本 史 Ｂ 4 4 (3) 4 (3)

地 理 Ａ 2 2
地 理 Ｂ 4 4 (3)

*世界史探究 3
* 地 歴 探 究 1 (1)

現 代 社 会 2 2
倫 理 2
政 治 ・ 経 済 2
* 公 民 探 究 4 (3)

数 学 Ⅰ 3
数 学 Ⅱ 4
数 学 Ⅲ 5
数 学 Ａ 2
数 学 Ｂ 2
数 学 活 用 2
*数学探究Ⅰ
*数学探究Ⅱ
* 数 学 開 拓
科学と人間生活 2
物 理 基 礎 2
物 理 4
化 学 基 礎 2
化 学 4
生 物 基 礎 2
生 物 4
地 学 基 礎 2
地 学 4
＊ 理 科 探 究
体 育 ７～8 3 2 2 (2)

保 健 2 1 1
音 楽 Ⅰ 2 2
音 楽 Ⅱ 2
音 楽 Ⅲ 2
美 術 Ⅰ 2 2
美 術 Ⅱ 2
美 術 Ⅲ 2
書 道 Ⅰ 2 2
書 道 Ⅱ 2
書 道 Ⅲ 2
＊ 芸 術 探 究
コ ミ ュ 英 語 Ⅰ 3 4
コ ミ ュ 英 語 Ⅱ 4 4
コ ミ ュ 英 語 Ⅲ 4 4 (3)

英 語 表 現 Ⅱ 4 2 2 (1)

*ｻｲｴﾝｽｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ 2 2
家 庭 基 礎 2 2
フ ー ド デ ザ イ ン 2～6

子 ど も の 発 達 と 保 育 2～6

社 会 と 情 報 2
情 報 の 科 学 2
*SS 数 学 Ⅰ 6 6
*SS 数 学 Ⅱ 8 4 5 (4)

*SS 数 学 特 論 6 3 2 (1)

*SS 物 理 6 3 3 4 (3)

*SS 化 学 6 2 2 3 (2) 2 (2)

*SS 生 物 6 3 3 4 (3)

＊SS理科探究 2 (1)

*SS 課 題 研 究 2
* フ ロ ン テ ィ ア 探 究 Ⅰ 2 2 ★

* フ ロ ン テ ィ ア 探 究 Ⅱ 2 3 ★

* フ ロ ン テ ィ ア 探 究 Ⅲ 1 1 (1)

3 0 0 0
3 0 0 0
3 1 1 1 (1)

(26)

2

総合的な学習

平成２９・３０・令和元年度入学生

山梨県立甲府南高等学校　全令和元年度　教育課程表

0

3,9

0

0,1

3

8

3,4

3,9

6,8

6

2

7

0,2

0,2

3

4

備考

・週当たりの授業時数：３５コマ（認定単位数は１年：３６単位、２年３６単位、３年２６単位）　１単位時間４５分
・３年次の表記は、週当たりの授業時数（修得単位数）を意味している　　・＊印は学校設定科目を表す
・以下スーパーサイエンスハイスクール指定に伴う内容
　「ＳＳ」は学校設定教科「スーパーサイエンス」の略称である
　★「フロンティア探究Ⅰ・Ⅱ」のうち１単位分は特定の期間に行う
　「英語表現Ⅰ」(２単位)は「ｻｲｴﾝｽｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ」(２単位)にて代替えとする
　「情報の科学」は「フロンティア探究Ⅰ・Ⅱ」(各２単位中１単位)にて代替えとする
　「総合的な探究の時間」は「フロンティア探究Ⅰ」の１単位で、「総合的な学習の時間」は「フロンティア探究Ⅱ，Ⅲ」の各１単位で代替えとする
　SSを付した科目の実施により(　)内の科目の履修が免除されている。SS数学Ⅰ(理数数学Ⅰ)、SS数学Ⅱ（理数数学Ⅱ）、SS数学特論(理数数学特論)
　SS物理(理数物理)、SS化学（理数化学）、SS生物（理数生物）、フロンティア探究Ⅱ（課題研究）
・平成３０年度入学生より、２年次の「世界史探究」の科目名を「世界史総合」に変更する
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家
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36 35

0,3

Ｌ 　Ｈ　 Ｒ

外
国
語

公
民

数
学

国
語

地
歴

5

0,1

2

0,3

5

0,2

3

授業時数（認定単位数）

0,2

卒業までの
合計単位数

0,1

2

0,3

芸
術

保体

0,2

科目

標
準
単
位
数

１年 ２年 ３年

単位数 単位数

総合的な探究 0

学科・コース・類型

理数科

学級数

3

0,3

0,3



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 山梨県立甲府南高等学校 

 

    〒 400－0854      山梨県甲府市中小河原町２２２ 

    TEL  055－241－3191   FAX  055－241－3145 

    URL  https://www.kofuminami-h.ed.jp 

    E-mail  nanko@kofuminami-h.ed.jp    代表 

ssh@kofuminami-h.ed.jp      SSH推進部 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 


